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t o p i c s

ト ピ ッ ク ス

伊万里の魅力を市内外に発信します
第１期の市地域おこし協力隊員を委嘱

　
４
月
１
日
、
市
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
岩
本
雄
介
さ
ん
と
德
川

大
輔
さ
ん
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
平
成
29

年
度
か
ら
導
入
し
、
今
回
が
第
１

期
と
な
り
ま
す
。
人
口
減
少
が
進

む
中
、
都
市
部
の
新
た
な
発
想
と

機
動
力
を
持
つ
人
材
を
積
極
的
に

誘
致
し
、
地
域
お
こ
し
活
動
を
通

じ
て
地
域
へ
定
住
し
た
り
、
定
着

し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
２
人
は
今
後
、
移
住
者
に
対
す

る
支
援
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
実
行
な
ど
、
移
住
・
定
住
の

促
進
の
た
め
の
支
援
活
動
な
ど
を

行
う
予
定
で
す
。

柔らかな春風がそよぐ
中、希望にあふれた表
情で初登校を迎えた新
一 年 生。 ４ 月 12 日、
山代東小学校で交通安
全キャンペーンが行わ
れました。新１年生と
いまりんモーモちゃん
は交通安全の３つの約
束をしました。【10ペー
ジに関連記事を掲載】

今月の表紙

◆岩本 雄介 さん

　三重県名張市出身  35 歳

本人コメント 佐賀県か福
岡県に移住を希望していま
す。伊万里市の地域おこし
協力隊は仕事の自由度が高
いと感じ応募しました。海
や山を使ったスポーツや遊
びを事業化できたらと思っ
ています。分からないこと
だらけですが、市民の皆さ
ん、よろしくお願いします。

◆德川 大輔 さん

　佐賀県基山町出身  24 歳

本人コメント もともと佐
賀県の情報を発信すること
に興味がありました。まち
づくりに力を入れている団
体と協力して、県外に伊万
里市の魅力をアピールして
いきたいです。町なかで見
かけたら声をかけて、伊万
里のことをいろいろ教えて
もらえるとうれしいです。
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特 集

有害鳥獣から農業を守るために
● 問合先　農業振興課営農流通係（☎㉓２５５７）

　
手
塩
に
か
け
て
育
て
、
よ
う
や

く
収
穫
時
期
を
迎
え
た
農
作
物

が
、
一
夜
に
し
て
食
い
荒
ら
さ
れ

ま
し
た
。
田
や
畑
が
掘
り
起
こ
さ

れ
た
り
荒
ら
さ
れ
た
り
し
て
壊
滅

状
態
。
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
い

い
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
市
内
で

も
実
際
に
起
き
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

有
害
鳥
獣
が
、
わ
が
ま
ち
の
農
業

の
存
続
を
脅
か
す
ほ
ど
の
存
在
で

あ
り
、
農
作
物
な
ど
に
多
大
な
被

害
を
加
え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
そ
の
有
害
鳥
獣
を
退

治
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
る
こ

と
、
ま
た
、
有
害
鳥
獣
が
年
間
に

ど
の
く
ら
い
捕
獲
さ
れ
て
い
る
か

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
か
ら
わ
が

ま
ち
の
農
業
を
守
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、『
農
業
を
守

る
』
と
の
使
命
感
の
も
と
、
有
害

鳥
獣
の
駆
除
に
向
き
合
う
市
猟
友

会
の
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
有
害

鳥
獣
か
ら
わ
が
ま
ち
の
農
業
を
守

る
た
め
に
私
た
ち
一
人
一
人
が
、

何
が
で
き
る
か
を
考
え
ま
す
。
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■
有
害
鳥
獣
の
種
類

　
有
害
鳥
獣
と
は
、
人
や
農
作
物
、

家
畜
な
ど
に
被
害
を
与
え
る
野
生

動
物
を
い
い
ま
す
。
市
が
対
策
を

行
う
対
象
と
な
る
有
害
鳥
獣
は
、

『
伊
万
里
市
有
田
町
鳥
獣
被
害
防

止
計
画
』
に
定
め
て
い
て
、
イ
ノ

シ
シ
、
サ
ル
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ア

ナ
グ
マ
、
タ
ヌ
キ
、
カ
ラ
ス
類
、

ド
バ
ト
、
カ
モ
類
、
バ
ン
、
サ
ギ

類
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

■
有
害
鳥
獣
の
被
害

　
有
害
鳥
獣
は
、
梨
や
ぶ
ど
う
、

水
稲
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
農
作
物
に

被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
平
成

24
年
度
か
ら
27
年
度
の
合
計
で

被
害
面
積
４
３
９
・
７
㌶
、
被
害

量
６
９
０
・
７
㌧
、
被
害
金
額
は

１
億
４
５
９
１
万
８
０
０
０
円
に

も
上
り
ま
す
【
表
１
】。

　
有
害
鳥
獣
ご
と
の
割
合
で
は
、

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
全
体
の

65
・
５
㌫
と
最
も
多
く
、
次
い
で

カ
ラ
ス
（
22
・
９
㌫
）、
ア
ラ
イ
グ

マ
（
５
・
０
㌫
）
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
【
表
２
】。
さ
ま
ざ
ま
な
被

害
が
後
を
絶
た
ず
、
市
の
農
業
に

と
っ
て
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害

を
防
ぐ
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
と
は

年　度 実被害面積
（ha）

被害量
（t）

被害金額
（千円）

Ｈ 24 131.4 204.8 47,262

Ｈ 25 119.6 193.8 47,809

Ｈ 26 89.1 124.4 22,987

Ｈ 27 99.6 167.7 27,860

計 439.7 690.7 145,918

【
表
１
】
市
内
の
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
被
害

種　類 実被害面積
（ha）

被害量
（t）

被害金額
（千円）

被害割合
（％） 作物名など

イノシシ 41.7 115.6 18,263 65.5 水稲、果樹、野菜

カラス 35.0 34.0 6,367 22.9 果樹、野菜

アナグマ 5.3 4.1 710 2.5 果樹、野菜

アライグマ 12.0 8.7 1,402 5.0 果樹、野菜

スズメ 0.9 1.8 286 1.0 果樹

タヌキ 4.7 3.5 832 3.0 果樹、野菜

計 99.6 167.7 27,860 99.9

【
表
２
】
市
内
の
平
成
27
年
度
の
有

害
鳥
獣
別
被
害
の
内
訳

イノシシに食害されたカボチャ

カラスに食害された梨

イノシシに掘り起こされたサトイモ

イノシシに荒らされた水田

生産者を悩ませる農作物の被害

※ 被害割合の計が 100％にならないのは端数処理の関係

目撃情報を集めています

　ニホンジカは全国
的に生息数が増えて
おり、自然植生や農
林業への被害が問題
になっています。
　ニホンジカを目撃
したら、下記まで通
報してください。

◆農山漁村整備課林務水産係
（☎㉓２５９１）

◆農業振興課営農流通係
（☎㉓２５５７）

※確認した日時、場所、頭数、性別、
成獣か幼獣かなどを分かる範囲
で教えてください。
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農
作
物
を
守
る
救
世
主

　
　
市
猟
友
会
と
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊

年　度 イノシシ
（頭）

アライグマ
（頭）

アナグマ
（頭）

タヌキ
（頭）

カラスなど
（羽）

ドバト
（羽） 備　考

Ｈ 24 3,057 149 105 136 452 32

Ｈ 25 3,835 138 101 343 135 -

Ｈ 26 3,303 181 55 189 172 - その他サル１頭

Ｈ 27 3,825 156 68 71 181 -

Ｈ 28 4,523 172 135 91 502 - カラスなどにカモ１羽含む

狩猟免許（わな猟）
新規取得者を支援します

※ 駆除期間は、Ｈ 24 は 10 月末まで、Ｈ 25 〜Ｈ 28 は２月末まで

◆狩猟免許試験補助制度
● 対象者　平成 29 年４月１日現在で 65 歳以下の人
● 補助金額　上限５万円
● 申込期限　７月７日（金）
● 申込・問合先　農業振興課営農流通係

　　　　　（　 ☎㉓２５５７）
◆狩猟免許試験
● 試験日・試験会場
▷７月 20 日（木）唐津市
▷８月６日（日）佐賀市
※ 詳しくは佐賀県ホームページで確認してください。
● 申込期限  試験日の３週間前
● 申込・問合先　伊万里市猟友会（☎㉓８８３７）
◆注意事項
▷この制度により狩猟免許を取得した人は、３年

以上は有害鳥獣の駆除に取り組んでもらう必要
があります。

特 集　有害鳥獣から農業を守るために

【
表
３
】
市
内
の
有
害
鳥
獣
捕

獲
頭
数
の
推
移

■
猟
友
会
と
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

取
り
組
み
の
中
で
特
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
の
が
、駆
除
対
策
で
す
。

　
そ
れ
を
一
身
に
担
う
の
が
、『
市

猟
友
会
（
会
長 

前
田
幸
彦
さ
ん
、
会

員
数
１
０
５
人
）』
と
『
市
有
害
鳥

獣
捕
獲
隊
』
の
活
動
。
市
猟
友
会

は
、
狩
猟
免
許
を
持
つ
人
な
ど
で

組
織
さ
れ
、
有
害
鳥
獣
駆
除
期
間

（
平
成
29
年
度
は
５
月
１
日
〜
２
月

28
日
）
に
各
地
区
で
銃
猟
や
わ
な

猟
に
よ
り
有
害
鳥
獣
を
駆
除
す
る

活
動
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

狩
猟
免
許
を
持
ち
捕
獲
活
動
が
で

き
る
市
猟
友
会
の
会
員
の
中
か
ら

12
人
を
『
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
』

と
し
て
市
が
任
命
し
、捕
獲
活
動
や

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
し
て
い
ま
す
。↑市有害鳥獣捕獲隊辞令交付式の様子

■
捕
獲
隊
の
活
動
内
容

①
緊
急
出
動
（
年
間
約
50
件
）

　
生
産
者
や
市
民
か
ら
の
目
撃
情

報
や
被
害
情
報
を
受
け
、
有
害
鳥

獣
が
出
没
す
る
農
地
な
ど
へ
出
動

し
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
は
主
に
箱
わ

な
を
使
っ
て
捕
獲
し
ま
す
の
で
、

近
く
の
猟
友
会
会
員
に
連
絡
し
、

わ
な
を
設
置
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、
果
樹
園
な
ど
で
の
カ
ラ
ス

の
追
い
払
い
を
行
い
、
園
地
に
近

寄
り
に
く
い
環
境
を
作
り
ま
す
。

②
集
落
パ
ト
ロ
ー
ル
（
年
間
24
回
）

　
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
侵

入
防
止
柵
の
点
検
を
行
う
こ
と

で
、
有
害
鳥
獣
の
侵
入
口
を
早
期

に
発
見
し
、
被
害
を
未
然
に
防
ぎ

ま
す
。
ま
た
、
隠
れ
家が

と
な
る
や

ぶ
や
、
餌
付
け
と
な
る
田
畑
に
廃

棄
さ
れ
た
果
樹
な
ど
を
確
認
し
、

有
害
鳥
獣
が
近
寄
り
に
く
い
環
境

を
作
り
ま
す
。

■
捕
獲
実
績

　
市
の
猟
友
会
会
員
に
よ
る
有
害

鳥
獣
の
捕
獲
実
績
は
、
イ
ノ
シ
シ

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
て
、
平
成

28
年
度
は
過
去
最
高
の
４
５
２
３

頭
【
表
３
】。
10
月
に
は
ひ
と
月
で

１
３
０
０
頭
以
上
が
捕
獲
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
減
り
続
け
る
捕
獲
作
業
従
事
者

　
市
猟
友
会
の
会
員
数
は
年
々

減
り
続
け
、
平
成
28
年
度
で
は

１
０
５
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
会
員
の
平
均
年
齢
も
62
・
２

歳
と
、
年
々
上
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
捕
獲
に
は
技
術
が
必
要
で
あ

り
、
熟
練
者
か
ら
捕
獲
技
術
を
継

承
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
捕

獲
技
術
を
持
つ
会
員
が
こ
の
ま
ま

減
少
し
て
い
く
と
、
捕
獲
で
き
る

頭
数
が
減
っ
て
し
ま
い
、
有
害
鳥

獣
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
に
、
捕
獲
作
業
従
事

者
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
と
て
も
大
変
な
捕
獲
作
業

　
イ
ノ
シ
シ
は
警
戒
心
が
強
く
、

身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
人
を
襲
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
実
際
に
捕
獲

作
業
の
時
に
襲
わ
れ
、
け
が
を
し

た
猟
友
会
会
員
も
い
ま
す
。
ま

た
、
捕
獲
後
は
殺
処
分
を
し
ま
す
。

『
有
害
鳥
獣
と
は
い
え
相
手
は
生

き
物
。
か
わ
い
そ
う
に
な
り
躊
ち
ゅ
う

躇ち
ょ

す
る
が
、
こ
れ
以
上
被
害
を
出
さ

な
い
た
め
に
や
む
を
え
ず
処
分
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い
う
苦

悩
と
も
闘
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
中
に
は
１
０
０
㌔

を
超
え
る
巨
体
を
埋
設
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
一
連
の
捕
獲
作
業
は

と
て
も
大
変
で
す
。
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【
住
宅
地
で
活
動
を
行
う
こ
と
も
】

　
捕
獲
隊
の
活
動
は
、
農
地
や
山

間
部
の
農
作
物
被
害
に
対
す
る
も

の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ノ

シ
シ
な
ど
が
住
宅
地
に
出
没
し

て
、
人
に
危
害
を
加
え
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。
学
校
の
運
動
場
に
出

没
し
、
子
ど
も
た
ち
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
イ

ノ
シ
シ
の
生
態
を
熟
知
し
た
捕
獲

隊
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一

出
没
し
た
場
合
に
は
、
緊
急
出
動

し
て
捕
獲
な
ど
の
対
応
を
行
い
ま

す
。
捕
獲
隊
は
、
農
作
物
な
ど
の

生
産
者
の
み
な
ら
ず
、
私
た
ち
の

安
全
も
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

■
集
落
パ
ト
ロ
ー
ル

　
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
が
あ
る
有
害

鳥
獣
捕
獲
隊
の
活
動
。
今
回
は
そ

の
活
動
の
一
環
で
あ
る
集
落
パ
ト

ロ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。
４
月
９

日
、
南
波
多
町
内
で
行
わ
れ
た
集

落
パ
ト
ロ
ー
ル
に
同
行
し
ま
し
た
。

【
農
道
な
ど
の
被
害
状
況
確
認
】

　
有
害
鳥
獣
の
被
害
は
田
や
畑
だ

け
で
な
く
、
農
道
な
ど
に
も
及
び

ま
す
。
こ
の
日
は
、
イ
ノ
シ
シ
に

よ
っ
て
荒
ら
さ
れ
て
崩
れ
た
と
思

わ
れ
る
法
面
の
状
況
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
石
な
ど
が
道
路
に
ま
で

転
が
り
、
危
険
な
状
況
で
し
た
。

【
罠
の
設
置
状
況
の
確
認
】

　
猟
友
会
の
会
員
に
よ
っ
て
仕
掛

け
ら
れ
た
箱
わ
な
を
確
認
し
ま
す
。

も
し
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
わ
な
に

か
か
っ
て
い
た
場
合
は
設
置
者
に

報
告
し
ま
す
。

【
生
息
地
や
生
息
の
痕
跡
を
確
認
】

　
有
害
鳥
獣
の
隠
れ
家が

や
痕
跡
な

ど
が
な
い
か
確
認
し
ま
す
。
こ
の

日
は
、
イ
ノ
シ
シ
が
巣
を
作
り
そ

う
な
場
所
や
、
通
っ
た
跡
と
み
ら

れ
る
獣
道
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
結
果
を
猟
友
会

員
や
市
な
ど
と
共
有
し
、
わ
な
設

置
な
ど
の
対
策
に
役
立
て
ま
す
。

　

捕
獲
隊
の
活
動(

集
落
パ
ト
ロ
ー
ル)

市有害鳥獣捕獲隊
隊長 　武重　道隆 さん

（市猟友会副会長）

猟友会・捕獲隊は、市民の皆さんの安全を守るために活動しています

獣道の痕跡

イノシシによって崩れた法面

生息地を確認 仕掛けられた箱わな

イノシシが巣を作り
そうな場所を確認

◆市民の皆さんの要請を受けて、緊急出動します
『サルやイノシシが住宅地や公園に出没した』、『アライグマが住み着いている場所
がある』など目撃された場合は、市農山漁村整備課（☎㉓２５９１）や猟友会事
務局（☎㉓８８３７）まで通報をお願いします。

◆定期的に市内をパトロールしています
イノシシが田畑や農道を掘り起こすなどの被害が甚大な地域や、梨やみかんなど
の果樹やカボチャ、イモなどの作物被害がひどい時は、駆除要請をお願いします。

◆カラスの駆除にも努力しています
カラスは利口なため、『カラス檻

おり

』を設置して駆除を進めています。農業者などで
カラス被害に困っている場合は、連絡をお願いします。

◆猟友会・捕獲隊の活動に理解と協力をお願いします
猟友会の会員や捕獲隊の隊員は、市民の皆さんの安全を守り、農作物被害を減ら
すために雨や雪の日などでも日夜活動しています。有害鳥獣の捕獲には市などか
ら報償金が出ますが、報償金目的の活動だと思われることが私たちにとって一番
悲しいことです。また、箱わななどが土地所有者の許可なく設置されて迷惑をお
かけしている場合は、撤去しますので連絡をお願いします。
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有
害
鳥
獣
対
策
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

■
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　
市
猟
友
会
や
捕
獲
隊
は
、
私
た

ち
の
安
全
や
生
産
者
、
農
作
物
を

守
る
た
め
に
日
々
活
動
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
有
害

鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
な
く
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
市
民
全

員
が
理
解
と
意
識
を
高
め
、
互
い

に
協
力
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
有
害

鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
環
境
づ
く

り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
に
は
、
タ
ヌ
キ
や
ア
ラ
イ

グ
マ
な
ど
に
餌
付
け
を
し
な
い
こ

と
や
、
出
荷
で
き
な
い
規
格
外
の

農
作
物
な
ど
を
畑
に
放
置
し
た
ま

ま
に
し
な
い
こ
と
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
た
心
が
け
で
出
来
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
農
作
物
を
安
心
し
て
作

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
一
人
一
人

が
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

特 集　有害鳥獣から農業を守るために

有害鳥獣対策に重要な３つのポイント

国の補助事業を活用して、中山
間地の農地を中心に電気牧柵や
ワイヤーメッシュ柵を設置し、
被害防止に努めています。有害
鳥獣も生きていくために必死で
す。知恵を働かせ、何とかして
柵の中に侵入して中の農作物を
食べようとします。設置後の管
理がとても重要です。

【国の事業を活用した侵入防止柵の導入】
市、有田町、伊万里市農業協同組合などで組織する伊万里
有田地区有害鳥獣対策協議会では、国の事業を活用し、電
気牧柵やワイヤーメッシュ柵などの侵入防止柵の導入を推
進しています。詳しくは農業振興課または伊万里市農業協
同組合営農振興課（☎㉓５５６０）に問い合わせてください。

①防除対策

②棲
す

み分け対策

有害鳥獣を駆除するには、狩猟免許が必要です。市では、
猟友会の協力を得て、有害鳥獣の駆除対策に取り組んでい
ます。市のイノシシ捕獲頭数は、県内でも多い数字です。
駆除を行うにあたり、殺処分や埋設などに大変な労力を必
要とする中で、駆除従事者は、生産者のため、農作物を守
るために尽力しています。市民のみなさんの理解と協力を
お願いします。また、駆除従事者の高齢化が進む中、農作
物被害を減少させるためには、駆除従事者の確保が急務と
なっています。

③駆除対策

見通しが悪い林ややぶは、有
害鳥獣の隠れがになりやすく、
また、捨てられた生ごみ、放
任果樹などがある場合は、格
好の餌場になります。このた
め、『有害鳥獣の隠れ家

が

や餌場
をなくす』といった生息地の
管理が必要です。

有害鳥獣の餌になってしま
う畑に放置された農作物

有害鳥獣の侵入を防ぐ
ワイヤーメッシュ柵

　私たち生産者は、毎日愛情を込めて農作物を育
てていますが、その農作物がイノシシなどに荒ら
されてしまうと、とても辛い気持ちになります。
　被害を食い止めるための対策はしていますが、
有害鳥獣を駆除しなけれ
ば、被害がなくなること
はありません。猟友会・
捕獲隊の皆さんには、農
作物を守っていただき大
変感謝しています。
　今後も生産者と猟友
会・捕獲隊の皆さんとが
手を取り合い、有害鳥獣
による被害を減らしてい
ければと思います。

生産者の声

米農家

草場 政治郎 さん
（黒川町奥野）

　
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
の
対
策
に
、
猟
友
会

や
捕
獲
隊
な
ど
の
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
住
民
と
一
緒

に
有
害
鳥
獣
が
出
没
す
る
箇
所
の
確
認
な
ど

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
個
々
の
農
家
や
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
有
害
鳥
獣
対
策
意
識
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め

に
は
、『
防
除
対
策
』、『
棲
み
分
け
対
策
』、『
駆

除
対
策
』
の
３
つ
の
対
策
を
総
合
的
に
実
施

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　『
防
除
対
策
』
に
つ
い
て
は
、
現
在
設
置
し

て
い
る
侵
入
防
止
柵
の
管
理
が
う
ま
く
い
っ

て
い
る
か
ど
う
か
、
日
頃
の
チ
ェ
ッ
ク
を
お

願
い
し
ま
す
。『
棲
み
分
け
対
策
』は
、ち
ょ
っ

と
し
た
心
が
け
で
す
ぐ
に
実
践
で
き
ま
す
の

で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
侵
入

防
止
柵
の
導
入
や
狩
猟
免
許
の
取
得
に
つ
い

て
は
、
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
生
産
者
や
集
落
に
お
け
る
対
策
を
再
確
認

し
、『
農
作
物
は
自
ら
守
る
』
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
地
域
全
体
で
有
害
鳥
獣
対
策
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

農業振興課
営農流通係

係長　貞方　聡郁

地
域
や
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
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み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

↑子どもたちの居場所づくりなどを報告したＮＰＯ法人のいちご会

『21 世紀市民ゆめづくり計画支援事業』平成 28 年度採択

事業成果報告会が市民センターでありました。ＮＰＯ法

人のいちご会の『子育て支援事業』など６事業について、

実施団体が事業概要や成果、課題などを報告。参加者は、

それぞれの団体の特色ある事業報告を感心した様子で聞

き入り、今後の展開などさまざまな質問が出されました。

4.14

21 世紀市民ゆめづくり計画支援事業成果報告会

ゆめやアイデアで伊万里を魅力あるまちに

豊かな自然の中で親子や青少年が触れ合うことで、郷土

への愛着を育み仲間づくりをすすめようと、都川内森林

公園でスタミナ焼肉オリエンテーリングがありました。

参加者は６つのチェックポイントでゲームなどに挑戦し、

焼き肉用の具材を獲得しながらゴールを目指しました。

ゴール後は焼き肉大会や抽選会などで交流を深めました。

スタミナ焼肉オリエンテーリング

大自然の中での楽しいひととき

↑春の交通安全運動のチラシなどを受け取る買い物客（右）

伊万里ショッピングセンターで、交通安全スプリングキャ

ンペーンがありました。これは、春の全国交通安全運動に併

せ、市交通対策協議会が毎年行っているものです。伊万里

警察署員や交通安全指導員などが買い物客に反射バンドや

チラシなどの交通安全啓発グッズを配布。飲酒運転の根絶

や子どもと高齢者の交通事故防止などを呼びかけました。

4.6

交通安全スプリングキャンペーン

『事故にあわない、おこさない』を心がけて

狙いを定めて標的めがけ槍
やり

を放つ『風船割り』

家族で食べる焼き肉は格別の味
ボールをスティックで打って得点穴
に入る点数を競う『スカットボール』

みんなに見守られながら
『輪投げ』をしました

3.19
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み ん な の 広 場

市民図書館で伊万里少年少女合唱団発表会がありました。

伊万里合唱団が友情出演し、『365 日の紙飛行機』や『い

つも何度でも』など 12 曲を披露。会場は美しい歌声に包

まれ、観客を楽しませていました。現在、団は小学生４人

と高校生１人の５人で編成されており、団員を募集中。市

内のさまざまなイベントなどへ精力的に出演しています。

伊万里少年少女合唱団発表会

響き渡る清らかな歌声のハーモニー

↑物産販売の店舗などが建ち並ぶ会場には桜がちらほら

松浦鉄道浦ノ崎駅で桜の駅まつりがありました。駅前広場

では桜ライブが行われ、地元の保育園の園児や子ども会

の児童などが歌や踊りを披露したほか、約 20 店舗が出店

して物産販売などが行われました。浦ノ崎運動広場ではミ

ニＳＬや乗馬体験も行われ、もう少しで満開を迎える桜

の名所は、家族連れなど多くの来場者でにぎわいました。

浦ノ崎桜の駅まつり

桜の名所で春の訪れを感じて

4.2

↑伊万里合唱団との息の合ったハーモニーが響き渡りました

3.26

練習してきた成果を発表する５人の団員

↑指導する大学生を連れ委嘱状を受け取る田﨑さん（左から２人目）

市の食のまちづくりへの協力や助言を行う『市食のまちづ

くりアドバイザー』を田﨑志織さんに委嘱しました。市は

田﨑さんに平成 27 年３月から同アドバイザーを委嘱して

おり、任期満了に伴い再任したものです。これまで、福岡

県の大学生と伊万里産食材を使った料理などを開発し、福

岡都市圏を始めとするさまざまな地域へＰＲされています。

3.30

市食のまちづくりアドバイザー委嘱と事業報告

魅力あふれる伊万里の食をＰＲ

↑伊万里湾を望むあぐり山で憩いのひとときを過ごす参加者

波多津町で波多津ウォークがありました。約 300 人が参

加し、波多津ふれあい広場をスタート。国の重要有形文化

財の田嶋神社やあぐり山、高尾山などを巡る 10 キロのほ

か６キロと 2.5 キロの計３コースを歩きました。ゴール

後は特産品などが当たる抽選会や伊万里牛・海鮮バーベ

キューが行われ、参加者は海や山を存分に楽しみました。

3.26

波多津ウォーク 2017

海あり山ありの波多津町は自然の宝庫

満開時には桜のト
ンネルができます

桜の駅まつりのマスコットガール『さ
くらこちゃん』
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百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

　
４
月
12
日
、
山
代
東
小
学
校
で

新
１
年
生
を
対
象
に
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事

故
か
ら
守
ろ
う
と
、
毎
年
入
学
式

当
日
に
市
交
通
対
策
協
議
会
が
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

初
登
校
を
迎
え
た
新
１
年
生
を
い

ま
り
ん
モ
ー
モ
ち
ゃ
ん
が
お
出
迎

え
。『
ど
う
ろ
へ
と
び
だ
し
ま
せ
ん
』

『
し
ん
ご
う
を
ま
も
り
ま
す
』『
お

う
だ
ん
ほ
ど
う
を
わ
た
り
ま
す
』

の
３
つ
の
約
束
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
贈
呈
式
で
は
、
黄
色
い
ラ
ン

ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
新
１
年
生
代
表

の
一
ノ
瀬
大は
る

翔と

さ
ん
と
香
月
琴こ
と

佳か

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た
樋
渡
末
松
さ
ん
を
、

４
月
11
日
、
塚
部
芳
和
市
長
が

訪
問
し
、
記
念
の
メ
ダ
ル
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
末
松
さ
ん
は
、
脇
田
町
で
生

ま
れ
育
ち
、
20
歳
頃
か
ら
ボ
イ

樋
渡
　
末
松 

さ
ん

（
木
須
東
）

ラ
ー
技
師
と
し
て
鳥
栖
市
や
熊

本
市
で
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

40
歳
頃
に
伊
万
里
に
戻
り
、
70

歳
頃
ま
で
果
樹
園
で
働
い
て
い

た
そ
う
で
す
。
今
の
楽
し
み
は

お
酒
を
飲
む
こ
と
と
、
テ
レ
ビ

で
野
球
や
大
相
撲
を
見
る
こ
と
。

好
き
な
こ
と
を
し
て
ス
ト
レ
ス

を
溜
め
な
い
こ
と
が
長
生
き
の

秘ひ

訣け
つ

だ
と
か
。
い
つ
も
穏
や
か

で
優
し
く
、
笑
顔
が
す
て
き
な

末
松
さ
ん
。
こ
の
日
は
、
出
産

を
控
え
て
里
帰
り
中
の
孫
や
同

居
す
る
家
族
な
ど
に
囲
ま
れ
、

笑
い
の
絶
え
な
い
和
や
か
な
お

祝
い
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

末
松
さ
ん
は
、「
ひ
孫
を
見
る
の

が
楽
し
み
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈
呈

新
１
年
生
が
安
全
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に

さ
ん
に
贈
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を

市
内
の
小
学
校
の
新
１
年
生
全
員

に
毎
年
贈
っ
て
お
り
、
今
回
対
象
と

な
っ
た
児
童
は
５
６
６
人
で
す
。
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
黄
色
い
ラ
ン

ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
見
か
け
た
ら
安

全
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

↑新１年生の初登校をお出迎え

一い
ち

湾わ
ん

に 

帆は
ん

船せ
ん

集つ
ど

ふう 

五ご

月が
つ

か
な

雪ゆ
き

柳
や
な
ぎ 
我わ
れ

に
伝つ
た

え
る 

真ま

心
ご
こ
ろ

を

　
　
　
　
　
耐た

え
て
生い

き
よ
と 

万ば
ん

花か

の
さ
と
す

伊
万
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
会

古こ

賀が

　
平
た
い
ら

伊
万
里
白
露
短
歌
会

松ま
つ

尾お

　
昭あ
き

良ら

↑
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
ら
れ
た
新

１
年
生
の
一
ノ
瀬 

大
翔
さ
ん
（
右
）

↑贈られたラン
　ドセルカバー
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ア ル バ ム

我が家の

西本 ももさん

＊栄二・文
あや

さんの長女

＊栄　町

(     )３歳
10 か月

食育ワンポイント

〜 楠久保育園 〜
食育活動を紹介

市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、市内保育園などで取り組んでいる食育活動を紹介します。

● 問合先　まちづくり課まちづくり推進係
（ 　☎㉓２１１４）

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

『やんぐ・ウォーカー』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。広報係（☎㉓４３１３）

ほ が ら か ペ ー ジ

4 月、入園や進級したばかりの子どもたちに
食育エプロンシアターをしました。子どもた
ちは絵が描かれたエプロンとお話に興味津々。
今回は、味覚についての内容で、いろいろな
食べ物の味や表現方法を学びました。 「あめは甘いよね」、「レモンを見たら口が酸っぱくなった」

などと、保育士とやり取りをしながら、楽しく学ぶこと
ができました。また、年長児は夏野菜の苗植えをしました。
今回は、なす、ミニトマト、ピーマン、パセリを植えました。
子どもたち自身で水やりなどをして大切に育て、収穫を
したらみんなで食べます。収穫の時期が今から待ち遠し
いです。このような食育の取り組みを通じて園では、自
然の恵みと生きものの命をいただいて生かされていると
いうことを、子どもたちに伝えていきたいと思います。

自然の恵みを実感する食育

味覚の学びと夏野菜の苗植え

春に植える野菜は初心者におすすめ　春に植える野菜は夏に収穫する実がなる野菜が多いので、収穫を楽し
めるのが魅力の 1 つです。特に、プチトマトは初心者に育てやすく、リコピン、ビタミンなどの栄養を含んで
いるので、大変おすすめです。苗を植える時期は、野菜によって違いますが 4 月～ 5 月で、収穫時期は 6 月～
10 月頃。自分で育てることで、改めて自然の恵みを実感することができる野菜の苗植えに挑戦しませんか。

味覚について学んだ食育エプロンシアター

みんなで植えた夏野菜、早く大きくなるといいな

江口 華
はな

 さん

◆ 伊万里ケーブルテレビ
ジョン株式会社（立花町）

◆ 平成 29 年４月入社

(22 歳・下松島 )

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
伊
万
里
の
情

報
を
毎
日
発
信
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
分
か
り
や
す
い
番
組
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
、
常
に
視
聴
者
目

線
で
い
る
こ
と
で
す

◇
目
標
（
仕
事
）
は

　
ペ
ッ
ト
や
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
の

コ
ー
ナ
ー
を
作
り
た
い
で
す

◇
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ 

甘
い
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
と
お
い
し
い
コ
ー

ヒ
ー
が
あ
れ
ば
い
つ
も
元
気
で
す

◇
趣
味
　
読
書
、
ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル

◇
特
技
　
少
し
だ
け
フ
ラ
ン
ス
語

が
で
き
ま
す

◇
市
民
へ
一
言 

取
材
で
皆
さ
ん

と
会
え
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す

　
わ
た
し
は
お
ま
ま
ご
と
や
三
輪
車

で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な
の
☆彡
食
べ

物
で
好
き
な
の
は
い
ち
ご
と
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
♥
マ
マ
が
お
料
理
し
て

い
る
時
に
手
伝
う
こ
と
も
あ
る
よ

♬
最
近
は
幼
稚
園
で
新
し
い
お
友

達
が
出
来
る
の
が
う
れ
し
い
な
♪

　
社
交
的
で
い
つ
も
明
る
い
も
も

ち
ゃ
ん
♥
幼
稚
園
で
お
勉
強
や
体
操

が
始
ま
る
の
で

頑
張
っ
て
ね
♪

お
友
達
と
仲
良

く
し
て
、
た
く

さ
ん
遊
ん
で
き

て
ね
♬
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ス ポ ー ツ

s p o r t s

　
３
月
20
日
、
国
見
台
体
育
館
な

ど
で
、
伊
万
里
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
人
に
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。
今
年
は
地
区
や
事
業
所
な
ど

５月の市民スポーツ

３日（水・祝）、４日（木・祝）
● 国見台陸上競技選手権大会
　午前９時競技開始  国見台陸上競技場

６日（土）、７日（日）
● 市スポーツ少年団野球交流大会
　午前８時開会　二里小学校

７日（日）〜６月 25 日（日）
● 市早朝ソフトボール大会
　午前８時30分開会

国見台球技場ほか
12 日（金）
● メモリード杯グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時30分開会　

国見台陸上競技場ほか

14 日（日）
● 侍杯バスケットボール大会
　午前８時30分開会　国見台体育館
● ロータリークラブ剣道大会
　午前９時開会　国見台武道館

21 日（日）
● 市長杯ソフトテニス大会
　午前８時30分開会　国見台庭球場

25 日（木）
● 市老連グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30分開会

国見台陸上競技場ほか
27 日（土）
● 市近郊中学卓球大会
　午前９時開会　国見台体育館

《大会成績》※ 各種目のパート別優勝チームのみ
種　目 １パート ２パート ３パート

ソフトバレーボール
小学生の部

伊万里Ｊ V Ｃ
- Ａ

伊万里Ｊ V Ｃ
- Ｂ

ソフトバレーボール
女性の部 黒川ママ Ｍｏｎｋｅｙ

♥Ｒａｂｉｔ

ソフトバレーボール
一般（混合）の部

二里ドリームズ
ＯＢ

黒川ソフトバ
レー 堀田病院（Ｄ）

ソフトバレーボール
シニア（混合）の部 東山代Ａ

ペタンク 山 本 テ ィ ー
チャーズ きれかろー

↑楽しみながらも真剣にプレー

第
23
回
伊
万
里
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

↑白熱したネット際の攻防

か
ら
41
チ
ー
ム
・
１
８
６
人
の
市

民
が
参
加
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
と
ペ
タ
ン
ク
の
２
種
目
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。各
コ
ー

ト
で
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
が
見
ら

れ
、
参
加
者
は
交
流
を
深
め
な
が

ら
心
地
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
種
目
の
成
績
は
、
下

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
３
月
20
日
、
国
見
台
陸
上
競
技

場
で
、
伊
万
里
っ
子
・
キ
ッ
ズ
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち

に
体
を
動
か
す
機
会
を
つ
く
り
、

交
流
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の

日
は
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
63
人

が
参
加
し
、
キ
ッ
ズ
ラ
ン
、
キ
ッ

ズ
サ
ッ
カ
ー
、
キ
ッ
ズ
ホ
ッ
ケ
ー
、

キ
ッ
ズ
バ
レ
ー
の
４
種
目
を
楽
し

み
ま
し
た
。

第
17
回
伊
万
里
っ
子
・
キ
ッ
ズ

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル↑親子でレシーブの練習 ↑豪快にシュート

キッズバレー キッズホッケー
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教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

肥
前
窯
業
の
始
ま
り

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財（
☎
㉓
３
１
８
６
）

郷

土

の

文

化

財

　
日
本
遺
産
『
日
本
磁
器
の
ふ

る
さ
と
　
肥
前
』
の
歴
史
ス
ト
ー

リ
ー
の
始
ま
り
は
、『
肥
前
窯
業

の
始
ま
り
と
日
本
磁
器
生
産
の

幕
開
け
』
と
題
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
16
世
紀
末
頃
、
九
州
北
部
の

唐
津
市
北
波
多
周
辺
で
陶
器
（
唐

津
焼
）
の
生
産
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
こ
へ
『
文
禄
・
慶
長
の

役
（
１
５
９
２
～
１
５
９
８
）』

の
際
に
肥
前
の
各
大
名
が
朝
鮮

半
島
か
ら
連
れ
帰
っ
た
陶
工
の

技
術
が
加
わ
り
、
伊
万
里
・
有
田
・

武
雄
・
三
川
内
・
波
佐
見
な
ど

の
周
辺
各
地
へ
と
産
地
が
拡
大

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
の
歴
史
ス
ト
ー

リ
ー
を
構
成
す
る
文
化
財
と
し

て
市
内
で
は
、
県
指
定
史
跡
の

茅か
や

ノの

谷た
に

１
号
窯
跡
（
松
浦
町
藤

川
内
）
が
あ
り
ま
す
。

　
窯
跡
の
全
長
は
約
52
ｍ
あ

り
、
製
品
を
焼
い
た
焼
成
室
は

22
室
以
上
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
こ
の
窯
で
は
朝
鮮
唐
津

と
呼
ば
れ
る
黒
色
の
鉄て

つ

釉ゆ
う

と
白

色
の
藁わ

ら

灰ば
い

釉ゆ
う

を
か
け
分
け
た
唐

津
焼
が
作
ら
れ
、
特
に
大
形
の

瓶
が
生
産
さ
れ
ま
し
た
。
朝
鮮

唐
津
の
瓶
の
優
品
は
出
光
美
術

館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
肥
前
地
域
で
の
陶
器
（
唐
津

焼
）
の
生
産
は
、
江
戸
時
代
以

降
も
継
承
さ
れ
て
い
く
一
方

で
、
そ
の
技
術
を
母
体
と
し

て
、
日
本
初
の
磁
器
の
焼
成
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

↑ストーリーの構成文化財の一つで
　ある茅ノ谷１号窯跡

　
日
本
遺
産
シ
リ
ー
ズ
②

　
多
く
の
人
は
「
障
害
が
あ
る
こ

と
で
差
別
を
し
て
は
い
け
な
い
」

と
分
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
障
害
を
理
由
と
し
た

差
別
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
を
な
く
す
こ
と
で
、

障
害
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
お
互

い
に
人
格
や
個
性
を
尊
重
し
合
い

な
が
ら
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
た
、
障
害
者
差
別
解
消

法
が
施
行
さ
れ
て
１
年
が
経
過
し

ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
は
、
障
害
の
あ
る
人

に
対
す
る
『
不
当
な
差
別
的
取
扱

い
』
を
禁
止
し
、
障
害
の
あ
る
人

が
困
っ
て
い
る
と
き
に
求
め
に
応

じ
て
、
負
担
に
な
り
す
ぎ
な
い
範

囲
で
『
合
理
的
配
慮
』
を
行
う
よ

う
に
定
め
て
い
ま
す
。
国
や
県
・

市
な
ど
は
、『
合
理
的
配
慮
』
を
必

ず
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

会
社
や
お
店
な
ど
は
、
障
害
の
あ

る
人
が
困
ら
な
い
よ
う
に
で
き
る

だ
け
努
力
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
で
は
、『
合
理
的
配
慮
』
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

具
体
的
な
例
と
し
て
は
、
車
い
す

を
利
用
し
て
い
る
人
が
移
動
す
る

と
き
に
段
差
が
あ
る
場
合
に
、
ス

ロ
ー
プ
を
使
っ
て
補
助
す
る
こ
と

や
、
窓
口
で
筆
談
や
読
み
上
げ
、

手
話
な
ど
障
害
の
特
性
に
応
じ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
用

い
て
対
応
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　『
合
理
的
配
慮
』
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
そ
の
人
の
意
向
に
配
慮
し
な

が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
状
況
に

応
じ
た
配
慮
を
考
え
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
配
慮
す
る
側
に
と
っ

て
も
、
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ
な

い
よ
う
ど
ん
な
工
夫
が
で
き
る
か

考
え
、
対
話
を
重
ね
て
い
く
こ
と

も
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く

生
き
て
い
け
る
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
、
一
人
一
人
が
今
一
度
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、
家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo. ２２８

『
合
理
的
配
慮
』
を
考
え
る
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i n f o r m a t i o n

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

第
４
部
（
団
員
）

松
尾
　
亨（

脇
　
田
）

少しでも地域の役に立てればと
思い入団しました。右も左もわ
からないまま、ポンプ操法大会
に出場し、緊張しながらも精一
杯頑張りました。とてもいい経
験になり、今後も地域を守る一
員として消防団活動に取り組ん
でいきたいです。

ラッパ隊が吹奏している姿をテ
レビで見て、かっこいいと思い
入団しました。学生の頃に吹奏
楽部だった経験を活かすことも
でき、女性の隊員も数人いるの
で楽しく活動しています。活動
の幅が広がってきているラッパ
隊。一緒にやってみませんか。

伊万里分団

伊万里市の安全・安心のために
活動されている消防団に入団す
ることで体で感じ理解を深め、
お役に立てるよう邁

まい

進
しん

します。
ご指導よろしくお願いします。

第
４
部
（
団
員
）

崎
田
　
英
孝

（
横
　
野
）

『自分たちの町は、自分たちで守
る』の使命感と郷土愛の精神で、
地元の事情などに通じ地域に密
着した消防団員になることを目
指しています。先輩の教育訓練
を受け、即時に災害に対応でき
るように頑張ります。

黒川分団

第
７
部
（
団
員
）

川
原
　
嗣し

郎ろ
う

（
富
士
町
）

地域のために役に立ちたいとの思
いから平成 25 年４月に入団しま
した。『地域住民の安全・安心を
守る』という思いを胸に日々の消
防団活動を頑張っています。ラッ
パ隊にも所属しており、その活動
をとおして火災予防や消防団活動
のＰＲをしていきたいです。

大坪分団

伊
万
里
市
消
防
団
　
各
分
団
の

ホ
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す

　
市
消
防
団
は
、
大
切
な
人
や
大
好
き
な
ま
ち
を
火
災
な

ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
日
夜
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
現
在

市
内
に
は
11
の
分
団
が
あ
り
、
９
８
８
人
の
団
員
が
災
害

現
場
に
出
動
し
た
り
、
災
害
の
警
戒
に
当
た
っ
た
り
し
て

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
団
員
の
中
か
ら
、
各
分
団
の
ホ
ー
プ
を
紹
介

し
ま
す
。

団本部

ラ
ッ
パ
隊
（
団
員
）

前
川
　
知ち

香か
（
大
　
里
）

市消防団夏季点検の様子（平成 28 年８月 21 日）

第
３
部
（
団
員
）

岩
﨑
　
義
弥

（
福
　
野
）

大川内分団
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消
防
団
員
は
、
日
常
は
各
自
の
職
業
に
従
事
し
な

が
ら
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
消
防
署
と
連
携
し

て
消
火
・
防
災
活
動
な
ど
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
地

域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
平
常

時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
そ
の
地
域
に
密
着
し
、
住
民

の
安
全
と
安
心
を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
い

ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
、
女
性
の
消
防
団
へ
の
加
入

も
増
加
し
て
お
り
、
特
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅

へ
の
防
火
訪
問
、
応
急
手
当
の
普
及
指
導
な
ど
に
お

い
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人
で
、
入
団

を
希
望
さ
れ
る
方
は
消
防
調
整
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

市
消
防
団
で
は
新
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

第
８
部
（
団
員
）

高
森
　
啓
太

（
　
辻
　
）

22 歳の時に入団しました。そ
れまではあまり交流がなかった
少し歳の離れた先輩方と一緒に

活動をし、地域との繋
つな

がりが強
くなりました。子供も生まれた
ので、これからも一層地域の安
全・安心を守っていきたいと
思っています。

波多津分団

第
２
部
（
団
員
）

松
尾
　
佳よ
し

晃あ
き

（
東
　
分
）

平成 28 年４月に入団しました。
我が子を授かり、この子のため
にも安全・安心な町づくりに貢
献したいと思い入団しました。
実際に活動を行ってみると、地
元の方たちの期待の大きさを肌
で感じました。地元を守る消防
団員として頑張ります。

第
２
部
（
団
員
）

梅
﨑
　
陽
平

（
駒
　
鳴
）

生まれ育った地域の役に立ちた
いと思い平成 23 年４月に入団
しました。消防団活動を通じて
地域の人たちとの繋

つな

がりもより
一層深まりました。これからも
地域の仲間と共に安全・安心な
町づくりに取り組んでいきたい
と思っています。

第
４
部
（
団
員
）

鳥と
り

巣す

　
智
則

（
国
　
見
）

昨年入団して 1 年になります。
消防団活動については、職場の
消防団の先輩方に聞いて何とな
く知っていました。しかし、い
ざ自分が団員になって活動する
と改めて大変さを知る日々です。
先輩方に学びながら地元の役に
立てるように頑張っていきます。

第
１
部
（
団
員
）

吉
田
　
健
太

（
楠
　
久
）

平成 21 年に入団し、防災や災害
活動に力を入れてきました。地
域の方々からの消防団への信頼
や期待の大きさを感じています。
自分が住んでいる町の安全・安
心の一助となれるよう先輩方の
指導を仰ぎ、また後輩たちの手
本となるよう活動していきます。

第
２
部
（
団
員
）

前
田
　
常つ
ね

樹き
（
笠
　
椎
）

平成 28 年４月に入団。当初は
消防団の活動はさまざまで、災
害活動をはじめ訓練や防災活動
など幅広いことに戸惑いました。
しかし、先輩方のご指導により、
今では、地域に貢献できる団員

となり、自己研
けん

鑽
さん

に励み頑張っ
ています。

第
４
部
（
団
員
）

石
丸
　
悠ゆ
う

輔す
け

（
東
八
谷
搦
）

松浦分団

大川分団

東山代分団

山代分団

南波多分団

二里分団

平成 28 年４月に入団しました。
入団してすぐにポンプ操法大会
に出場し、チームワークの大切
さを学びました。災害がいつ起
こるか分からない中で、被害を
最小限にとどめること。また、
地域の皆様が安心して生活でき
るような消防団員を目指します。

●

問
合
先
　
消
防
調
整
課
消
防
団
係（

☎
㉓
２
１
１
６
）
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■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算

　
既
存
事
業
の
適
正
化
を
徹
底
し

な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

を
活
用
す
る
な
ど
、
堅
実
で
あ

り
な
が
ら
も
、
子
育
て
や
教
育
環

境
の
充
実
、
防
災
の
推
進
な
ど
を

図
る
た
め
に
、
限
ら
れ
た
財
源

を
効
果
的
に
配
分
し
た
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
、

２
４
８
億
７
０
０
万
円
で
す
。

議
会
報
告

　
平
成
29
年
伊
万
里
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
１
日
か
ら
24

日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
29
年
度
予
算
議
案
10
件
の

ほ
か
、
条
例
議
案
９
件
、
一
般
議
案
５
件
、
平
成
28
年
度
補
正
予
算

議
案
６
件
、
諮
問
１
件
、
議
会
議
案
２
件
の
審
議
、
ま
た
、
一
般
市

政
に
対
す
る
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
な
ど
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
、

同
意
、
異
議
な
い
旨
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
オ
フ
ィ
ス
条
例

　
事
務
系
企
業
の
誘
致
に
よ
る
雇

用
の
増
大
や
地
域
の
産
業
の
振
興

を
目
的
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

オ
フ
ィ
ス
を
設
置
す
る
た
め
、
条

例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

■
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
黒
川
児
童
ク
ラ
ブ
を
２
つ
の
ク

ラ
ブ
に
分
割
す
る
と
と
も
に
、
波

多
津
児
童
ク
ラ
ブ
と
波
多
津
東
児

童
ク
ラ
ブ
を
統
合
す
る
た
め
、
改

正
し
た
も
の
で
す
。

■
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴

い
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
延
長
や

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
創
設

な
ど
を
行
う
た
め
、
改
正
し
た
も

の
で
す
。

平
成
29
年
第
１
回
定
例
会

■
水
道
事
業
及
び
工
業
用
水
道
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
波
多
津
簡
易
水
道
ほ
か
６
簡
易

水
道
を
上
水
道
に
統
合
す
る
と
と

も
に
、
花
房
地
区
を
上
水
道
の
給

水
区
域
に
追
加
す
る
た
め
、
改
正

し
た
も
の
で
す
。

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　
委
員
　
松
尾
宏
子
氏
の
任
期
が

本
年
５
月
４
日
で
満
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
新
た
に
石
本
洋
子
氏
を

選
任
す
る
も
の
で
す
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

予
算
議
案

平
成
29
年
度
予
算
の
概
要
は
、
こ

の
『
広
報
伊
万
里
』
と
一
緒
に
配

布
し
て
い
る
『
平
成
29
年
度
予
算

特
集
号
』
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
11
号
）

　
各
種
補
助
事
業
の
確
定
な
ど
に

伴
い
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
か
ら
１
億
７
９
８
５
万

３
０
０
０
円
を
減
額
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
は
、
２
７
４
億

６
７
０
０
万
９
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

※
歳
出
補
正
の
主
な
も
の

▽
バ
ス
交
通
支
援
事
業６

７
２
４
万
円

▽
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
（
積
立
金
）

３
億
５
７
９
７
万
円

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

９
３
８
万
円

▽
障
害
者
介
護
・
訓
練
等
給
付
事
業

５
８
０
１
万
円

▽
港
湾
整
備
促
進
事
業７

５
０
万
円

▽
伊
万
里
・
有
田
地
区
衛
生
組
合
運

営
負
担
金
　 

▲
２
７
９
５
万
円

▽
ご
み
処
理
広
域
化
推
進
事
業

▲
２
３
１
６
万
円

▽
農
業
経
営
安
定
等
支
援
事
業

▲
１
９
２
６
万
円

▽
農
業
用
用
排
水
路
施
設
等
整
備

事
業
　
　
　 

▲
２
０
９
３
万
円

▽
森
林
・
林
業
再
生
基
盤
づ
く
り
交

付
金
事
業
　
　
▲
４
１
７
５
万
円

▽
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事
業

▲
２
億
８
２
９
９
万
円

　
委
員
　
森
日
出
子
氏
、
金
子
智

美
氏
お
よ
び
有
吉
寛
氏
の
任
期
が

そ
れ
ぞ
れ
本
年
３
月
31
日
で
満
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、
有
吉
氏
を
再

任
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
渕
上

幸
雄
氏
お
よ
び

合
隆
夫
氏
を
選

任
し
た
も
の
で
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
委
員
　
冨
澤
喜
代
美
氏
の
辞
任

に
伴
い
、
新
た
に
池
田
美
惠
子
氏

を
推
薦
し
た
も
の
で
す
。

■
議
会
基
本
条
例

　
議
会
の
基
本
理
念
な
ど
を
明
ら

か
に
し
、
市
民
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
条

例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

12
人
の
議
員
か
ら
22
項
目
の
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
は
、
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
特

別
委
員
会
か
ら
開
催
結
果
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

一
般
議
案

諮
　
問

議
会
議
案

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

委
員
会
報
告

■
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

　
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
た
め
の
相

談
窓
口
の
設
置
や
、
見
舞
金
の
支

給
な
ど
の
支
援
を
行
う
た
め
、
条

例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

条
例
議
案

インフォメーション
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政策経営部の再編
　政策経営部内に『伊万里港開港 50 周年記念事業推進

室』を新設しました。

　また、移住・定住、ふるさと応援、婚活応援など市外

に向け本市の魅力を発信する機会が多い係を束ね、これ

までの『移住・定住・婚活応援課』を『伊万里暮らし応

援課』に課名を改称しました。

教育委員会の再編
　教育総務課内に『留守家庭児童クラブ係』を新設し、

専任の係長と非常勤の専門員を配置しました。また、市

民図書館内に『うちどく推進室』を新設し、市民図書館

係長、学校教育課指導主事、生涯学習係長を兼務させ、

市民図書館、学校、公民館の連携強化を図りました。

地域包括支援センターを２係制へ変更
　地域包括支援センターと健康づくり課に分散していた

介護予防関係事業を地域包括支援センターに集約し、『介

護予防係』と『包括支援係』の２係体制としました。

道路河川課内の係名改称
　業務内容が市民目線でわかりやすい係名にすることを

目的に、道路河川課の『建設１係』を『道路係』に、『建

設２係』を『河川係』にそれぞれ係名を改称しました。

産業部企業誘致・商工振興課長（50 歳）、教育委員会

生涯学習課長（50 歳）、政策経営部伊万里暮らし応援

課ふるさと応援係長（41 歳）など、若手職員を重要ポ

ストなどに登用しました。

市民部健康づくり課長（管理職）のほか、出納室副室長、

健康づくり課保健予防係長、教育委員会教育総務課留

守家庭児童クラブ係長に女性職員を積極的に登用する

など、女性役職員を適所に配置しました。

▷部・課長　　　 1 人→ 1 人（ 1 人昇格、増減なし）

▷副課長・係長　37 人→ 36 人（ 5 人昇格、1 人減）

▷主査・主任　　37 人→ 36 人（ 8 人昇格、1 人減）

①平成 28 年度中の退職者
　退職者 22人（定年退職15人、早期退職 2人、普通退

職  5人）　※職種内訳：事務職13人、技術職1人、保

育士1人、幼稚園教諭 1人、栄養士1人、技能労務職 5人

②新規採用職員
　新規採用職員 21人　※職種内訳：事務職 14人、技

術職 2人、保育士 2人、保健師1人、社会福祉士1

人、管理栄養士1人

平成 29 年４月１日付け定期人事異動では、全体で

178 人の異動を行いました。

▷部長級　　　　  5 人（男性  5 人、女性  0 人）

▷課長級　　　　13 人（男性 12 人、女性  1 人）

▷副課長級　　　25 人（男性 17 人、女性  8 人）

▷係長級　　　　44 人（男性 32 人、女性 12 人）

▷主査・主任　　28 人（男性 14 人、女性 14 人）

▷一般職員　　　42 人（男性 28 人、女性 14 人）

▷新規採用職員　21 人（男性 11 人、女性 10 人）

組織体制の強化

若手職員の抜てき

女性職員の登用

退職者の補充

異動者数

↑辞令交付式で、塚部市長（左）に宣誓する新規採用職員

組織体制の強化と人事異動

　今回の機構改革は、平成 29 年で伊万里港が開港 50

周年を迎えるため、記念事業を実施するための部署を新

設しました。また政策経営部内で外部に市の魅力を発信

する機会の多い係を束ね、課名の改称を行いました。さ

らに、留守家庭児童クラブに係る業務量の増大に対応す

るための『留守家庭児童クラブ係』や、市全域への家読

の普及を目的とする『うちどく推進室』を新設しました。

　人事異動は、業務状況に応じた適正な定員管理を行う

とともに、若手職員や女性職員の登用などにより、職員

の意識改革の促進と資質の向上を目指しました。
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江
俊
文
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、
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崎
淳
一
、
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戸
正
弘
、
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、
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代
、
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、
松
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、
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井
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、
古
賀
綾
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、
岡
崎
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子
、
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典
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▽
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▽
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兼
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▽
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▽
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兼
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兼
）
福
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課
長
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本
成
司

【
課
長
級
】

▽
（
併
）
総
務
部
消
防
調
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課
長
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角
永
慎
二
郎
▽
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策
経
営
部
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画
政
策
課
長
（
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）
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推

進
課
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陽
一
▽
政
策
経

営
部
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政
課
長
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木
寺
克
郎
▽
政

策
経
営
部
伊
万
里
暮
ら
し
応
援
課

長
＝
多
久
島
功
▽
市
民
部
人
権
・

同
和
対
策
課
長
＝
山
口
聡
▽
市
民

部
市
民
課
長
＝
小
濱
道
隆
▽
市
民

部
健
康
づ
く
り
課
長
＝
樋
口
奈
美

江
▽
産
業
部
企
業
誘
致
・
商
工
振

興
課
長
（
兼
）
企
業
誘
致
推
進
室

長
（
兼
）
就
活
支
援
室
長
＝
春
田

昌
寿
▽
産
業
部
観
光
課
長
（
兼
）

観
光
戦
略
室
長
＝
岩
﨑
友
紀
▽
建

設
部
都
市
政
策
課
長
＝
原
口
功
▽

建
設
部
地
籍
調
査
課
長
＝
原
田
蔵

吉
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長

（
兼
）
青
少
年
セ
ン
タ
ー
所
長
＝

松
園
家
智
▽
教
育
委
員
会
体
育
保

健
課
長
＝
梶
原
貴
英

【
副
課
長
級
】

▽
総
務
部
税
務
課
副
課
長
（
兼
）

市
民
税
係
長
＝
谷
川
智
浩
▽
総
務

部
情
報
広
報
課
副
課
長
（
兼
）
市

民
サ
ー
ビ
ス
係
長
（
兼
）
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
係
長
＝
山
口
令
子
▽

総
務
部
契
約
監
理
課
副
課
長
（
兼
）

契
約
監
理
係
長
＝
中
尾
克
也
▽
政

策
経
営
部
企
画
政
策
課
行
財
政
改

革
推
進
室
長
（
兼
）
行
財
政
改
革

推
進
室
係
長
（
兼
）
伊
万
里
港
開

港
50
周
年
記
念
事
業
推
進
室
副
主

幹
＝
松
尾
貞
裕
▽
政
策
経
営
部
財

政
課
副
課
長
（
兼
）
管
財
係
長
＝

青
木
健
一
郎
▽
政
策
経
営
部
財
政

課
副
課
長
（
兼
）
財
政
係
長
＝
吉

原
正
一
▽
政
策
経
営
部
伊
万
里
暮

ら
し
応
援
課
副
課
長
（
兼
）
婚
活

応
援
係
長
＝
中
島
康
子
▽
政
策
経

営
部
伊
万
里
暮
ら
し
応
援
課
副
課

長
（
兼
）
移
住
・
定
住
推
進
係
長

＝
幸
島
浩
信
▽
市
民
部
長
寿
社
会

課
副
課
長
（
兼
）
医
療
保
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係
長

（
兼
）
総
務
部
税
務
課
収
納
対
策

室
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岩
﨑
克
信
▽
市
民
部
地
域
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括
支
援
セ
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タ
ー
副
所
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（
兼
）

包
括
支
援
係
長
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口
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百
合
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民
部
福
祉
課
副
課
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（
兼
）
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総
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係
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）
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経
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里
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事
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主
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▽
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）
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▽
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▽
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４
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兼
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併
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併
任
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免
）＝
兼
務
な
ど
を
解
く
こ
と
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▽
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▽
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▽
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▽
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仁
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▽
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▽
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▽
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▽
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▽
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▽
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▽
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▽
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▽
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▽
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）
＝
中
島
孝
博
▽

市
民
部
（
主
査
）
＝
前
田
怜
子
▽

市
民
部
（
主
査
）
＝
橋
口
健
▽
市

民
部
（
主
査
）
＝
伊
藤
博
子
▽
市

民
部
（
主
査
）（
併
）
社
会
福
祉

協
議
会
＝
小
林
由
紀
子
▽
市
民
部

（
主
査
）
＝
小
副
川
律
子
▽
市
民
部

大
坪
保
育
園
（
主
査
）
＝
山
下
純

子
▽
市
民
部
牧
島
保
育
園
（
主
査
）

＝
野
村
万
里
子
▽
市
民
部
松
浦
保

育
園
（
主
査
）
＝
池
田
瑞
枝
▽
市

民
部
大
川
保
育
園
（
主
査
）
＝
吉

岡
美
和
▽
市
民
部
南
波
多
保
育
園

（
主
査
）＝
山
口
仁
美
▽
産
業
部（
主

査
）
＝
井
上
浩
一
▽
建
設
部
（
主

査
）（
併
）
土
地
開
発
公
社
＝
馬
場

芳
史
▽
水
道
部
（
主
査
）（
併
）
建

設
部
＝
中
島
一
郎
▽
水
道
部
（
主

査
）
＝
畑
島
康
幸
▽
教
育
委
員
会

（
主
査
）
＝
田
中
寛
子
▽
教
育
委
員

会
（
主
査
）
＝
山
口
真
由
美
▽
教

育
委
員
会
（
主
査
）（
併
）
市
民
部

＝
小
柳
良
子
▽
教
育
委
員
会
（
主

任
）
＝
佐
々
木
康
之
▽
教
育
委
員

会
黒
川
幼
稚
園
（
主
任
）
＝
岩
﨑

貴
子
▽
（
出
向
）
伊
万
里
・
有
田

地
区
医
療
福
祉
組
合
（
主
査
）
＝

関 

賢
一
郎

【
一
般
職
員
】

▽
総
務
部
総
務
課
付
（
佐
賀
県
派

遣
）
＝
南
亮
介
▽
総
務
部
総
務
課

付
（
佐
賀
県
派
遣
）
＝
原
保
浩
▽

総
務
部
総
務
課
付
＝
稗
田
宗
徳
▽

総
務
部
＝
湯
村
慶
▽
総
務
部
＝
松

永
剛
育
▽
総
務
部
＝
青
木
亨
▽

総
務
部
＝
今
泉
武
士
▽
総
務
部

＝
諸
岡
結
香
▽
（
併
）
総
務
部
＝

中
野
陸
高
▽
政
策
経
営
部
＝
林
飛

鳥
▽
政
策
経
営
部
＝
佐
藤
拓
郎
▽

政
策
経
営
部
＝
川
原
大
介
▽
政
策

経
営
部
＝
桑
本
祥
平
▽
政
策
経
営

部
（
併
）
土
地
開
発
公
社
＝
山
本

圭
悟
▽
政
策
経
営
部
（
併
）
土

地
開
発
公
社
＝
川
添
悠
輔
▽
市
民

部
＝
德
田
美
穂
▽
市
民
部
＝
川
原

亜
樹
▽
市
民
部
＝
溝
江
拓
朗
▽
市

民
部
＝
大
川
内
卓
己
▽
市
民
部
＝

長
野
智
之
▽
市
民
部
＝
稲
澤
庫
雄

▽
市
民
部
伊
万
里
保
育
園
＝
樋
渡

千
恵
▽
市
民
部
大
坪
保
育
園
＝
本

山
友
理
▽
市
民
部
大
坪
保
育
園
＝

前
田
京
子
▽
市
民
部
牧
島
保
育
園

＝
中
尾
和
香
子
▽
市
民
部
松
浦
保

育
園
＝
山
口
恵
佳
▽
市
民
部
松

浦
保
育
園
＝
藤
田
裕
子
▽
産
業

部
（
併
）
土
地
改
良
区
＝
中
島
康

裕
▽
産
業
部
＝
山
口
豊
彦
▽
建
設

部
＝
田
代
み
ゆ
き
▽
建
設
部
＝
副

島
純
一
▽
建
設
部
＝
野
村
和
也
▽

建
設
部
＝
荒
木
秀
平
▽
出
納
室
＝

酒
谷
恵
美
▽
水
道
部
＝
田
代
哲

也
▽
議
会
事
務
局
＝
吉
田
宏
治

▽
教
育
委
員
会
（
併
）
政
策
経

営
部
＝
南
里
一
幸
▽
教
育
委
員

会
＝
松
尾
洋
貴
子
▽
教
育
委
員

会
＝
田
中
敏
郎
▽
教
育
委
員
会

（
併
）
建
設
部
＝
松
尾
俊
典
▽
（
出

向
）
伊
万
里
・
有
田
地
区
衛
生

組
合
＝
宮
脇
睦
子
▽
（
伊
万
里
・

有
田
消
防
組
合
）
＝
松
尾
将
志

【
新
規
採
用
職
員
】

▽
総
務
部
＝
金
子
洋
輔
▽
総
務
部

＝
多
久
島
景
子
▽
市
民
部
＝
田
中

智
子
▽
市
民
部
＝
久
我
龍
太
郎
▽

市
民
部
＝
藤
本
麻
美
▽
市
民
部
＝

百
武
歩
美
▽
市
民
部
＝
吉
田
知
加

▽
市
民
部
＝
緒
方
絢
香
▽
市
民
部

伊
万
里
保
育
園
＝
地
原
有
香
▽
市

民
部
南
波
多
保
育
園
＝
梶
山
沙
恵

▽
産
業
部
＝
田
尻
将
平
▽
産
業
部

＝
松
園
秀
平
▽
産
業
部
＝
松
尾
海

輝
▽
産
業
部
＝
川
原
悠
雅
▽
産
業

部
＝
宇
都
宮
渉
▽
建
設
部
＝
栗
原

尚
輝
▽
建
設
部
＝
小
原
大
地
▽
建

設
部
（
併
）
水
道
部
＝
吉
富
俊
輔

▽
水
道
部
（
併
）
建
設
部
＝
山
口

真
理
恵
▽
教
育
委
員
会
（
併
）
総

務
部
＝
吉
村
亜
沙
美
▽
教
育
委
員

会
（
併
）
総
務
部
＝
原
口
聖
司

【
再
任
用
職
員
】

▽
（
市
民
部
）
＝
松
永
典
子
▽
（
市

民
部
）
＝
高
木
留
美
子
▽
（
市
民
部
）

＝
田
中
誠
子
▽（
教
育
委
員
会
）（
併
）

（
市
民
部
）
＝
吉
原
伴
彦
▽
（
教
育

委
員
会
）（
併
）（
総
務
部
）
＝
木
戸

正
弘
▽
（
教
育
委
員
会
）（
併
）（
総

務
部
）
＝
山
崎
淳
一
▽
（
教
育
委
員

会
）（
併
）（
総
務
部
）
＝
川
内
幸
人

▽
（
教
育
委
員
会
）（
併
）（
総
務
部
）

＝
前
田
稔
▽
（
教
育
委
員
会
）
＝
平

井
裕
▽
（
教
育
委
員
会
）
＝
岡
崎
恵

美
子

　
　
　
異
動
者
数
　
１
７
８
人
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経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付
金
の

対
象
者
に
は
、
３
月
に
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
期
限
を

過
ぎ
る
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
必

ず
期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
期
限

　
６
月
１
日
（
木
）
必
着

●

対
　
象

　
平
成
28
年
度
分
の
市
民
税
（
均

等
割
）
が
非
課
税
の
人

※
市
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
人
や
生
活
保
護
を
受
給
し

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

●

問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
総
務
係

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
　
☎
㉓
１
１
３
３
）

●

納
期
限
　
5
月
31
日
（
水
）

※
納
付
書
は
５
月
中
旬
に
郵
送

●

口
座
振
替
日
　
5
月
26
日
（
金
）

※
残
高
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
害
者
な
ど
で
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
人
は
、
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
申
請
で
き
ま
す
。

※
申
請
期
限
は
５
月
31
日
（
水
）

●

問
合
先
　
税
務
課
市
民
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

■
Ｐ
Ｒ
方
法

　
市
民
活
動
団
体
の
情
報
を
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
申
請
書
に
会
則
な
ど
を
添
付
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
内
容
を
審

査
し
た
後
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

問
合
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

　
市
で
は
、
市
民
と
活
動
団
体
お

よ
び
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
を
拠
点
に
団
体
間
の
連

携
・
交
流
を
図
る
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
『
い
ま
り
』
の
自
主
的
な
活
動

の
支
援
に
加
え
、
市
内
で
さ
ま
ざ

ま
な
公
益
的
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

■
市
民
活
動
と
は

　
営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
市
民
の

自
主
性
・
自
発
性
に
基
づ
く
も
の

で
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
人
の
利

益
増
進
の
た
め
の
活
動
を
い
い
ま

す
。
さ
ら
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
開
か
れ
、
宗
教
や
政
治
を
目

的
と
し
な
い
活
動
を
い
い
ま
す
。

■
Ｐ
Ｒ
で
き
る
団
体

　
市
内
に
お
い
て
、
３
人
以
上
で

市
民
活
動
を
行
う
団
体
で
す
（
宗

教
団
体
や
政
治
団
体
、
企
業
団
体

は
除
き
ま
す
）。

自
分
た
ち
の
市
民
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か

ｰ 

市
民
活
動
団
体
を
応
援
し
ま
す ｰ

狂
犬
病
予
防
注
射
を
再
実
施
し
ま
す

　
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
再
度
実

施
し
ま
す
。
５
月
14
日
（
日
）
ま

で
の
通
常
期
間
（
日
程
や
場
所
は

市
役
所
だ
よ
り
３
月
号
に
掲
載
）

に
済
ま
せ
て
い
な
い
飼
い
主
は
、

最
寄
り
の
場
所
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。
本
年
度
の
各
町
公
民
館
で
の

実
施
は
今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

●

問
合
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
４
）

月　日 場　所 時　間

６月６日（火）

大 坪 公 民 館 　9：00 〜 　9：30

市 民 会 館 10：00 〜 10：30

牧 島 公 民 館 11：00 〜 11：20

６月８日（木）

立 花 公 民 館 　9：00 〜 　9：20

大 川 内 公 民 館 　9：30 〜 　9：50

松 浦 公 民 館 10：10 〜 10：30

大 川 公 民 館 10：50 〜 11：10

南 波 多 公 民 館 11：30 〜 11：50

波 多 津 公 民 館 13：00 〜 13：20

黒 川 公 民 館 13：40 〜 14：00

山 代 公 民 館 14：20 〜 14：40

東 山 代 公 民 館 15：00 〜 15：20

二 里 公 民 館 15：40 〜 16：00

※ どの場所でも受けられます。
※ 予防注射の通知ハガキが届いている人は必ず持参してください。
※ 上記の日程で受けられない場合は、獣医科医院などで済ま
　 せて、環境課まで届け出てください。

● 料　金
　予防注射　3,150 円
※ 新しく犬を飼った場合は、別途登録料
　（3,000 円）が必要です。
● 市内の獣医科医院など
　○あっぷる動物病院　○おさ動物病院
　○鈴木犬猫病院　○田中動物病院
　○冨沢動物病院　○山口獣医科医院
　○伊万里有田地区農業共済組合

給
付
金
の
申
請
は

お

早

め

に

軽
自
動
車
税
の

納
付
は
お
早
め
に

↑
市
民
活
動
団
体
の
情
報
を
取
り

ま
と
め
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
広

報
紙
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●

申
込
・
問
合
先

　
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係

（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）

▽
総
合
窓
口
を
人
権
・
同
和
対
策

課
に
設
置
し
、
相
談
対
応
・
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。

▽
犯
罪
行
為
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た

被
害
者
の
遺
族
、
ま
た
は
傷
病

（
治
療
に
要
す
る
期
間
が
１
カ

月
以
上
）
を
負
っ
た
市
民
に
見

舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

▽
市
は
犯
罪
被
害
者
等
に
対
す
る

市
民
等
の
理
解
の
増
進
に
努
め

ま
す
。

●

問
合
先

　
人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
・
同

和
対
策
係
（
　
☎
㉓
２
１
９
０
）

犯
罪
被
害
者
等
が
受
け
た
被
害
の

軽
減
や
回
復
を
図
り
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

■
条
例
の
主
な
内
容

▽
市
は
支
援
施
策
を
講
じ
、
関
係

機
関
な
ど
と
連
携
・
協
力
を
行

い
ま
す
。

▽
市
民
等
は
犯
罪
被
害
者
等
の
名

誉
、
生
活
の
平
穏
を
害
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
、
市
な

ど
が
行
う
支
援
へ
の
協
力
に
努

め
ま
す
。

　
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
の
受
診
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

通
常
の
半
額
程
度
の
負
担
で
受
診

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

●

対
　
象

◆
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

▽
受
診
時
に
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の

人
（
入
院
療
養
中
の
人
は
除
く
）

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な

い
人

▽
４
月
以
降
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
い
な
い
人

◆
市
内
在
住
の
県
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
加
入
者

▽
入
院
療
養
中
で
な
い
人

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞

納
が
な
い
人

▽
４
月
以
降
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
・
長
寿
（
特
定
）
健
診

を
受
診
し
て
い
な
い
人

●

注
意
事
項

▽
必
ず
特
定
健
診
・
長
寿
健
診
と

一
緒
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ど
ち
ら
も
人
数
制
限
が
あ
り
ま

　
す
。
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▽
申
し
込
み
の
際
は
、
国
民
健
康

保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
証
と
、
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
し
ま
す
『
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
』

日帰り人間ドック 脳ドック

自己負担額 11,760 円 12,770 円

指定医療機関

伊万里有田共立病院、伊万
里松浦病院、隅田病院、西
田病院、前田病院、山元記
念病院

伊万里有田共立病院、西田
病院、山元記念病院

検査項目
血液検査、尿検査、心電図
など 15 項目

頭部ＭＲＩ、血液検査、尿
検査など 11 項目

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
受

け
た
被
害
の
軽
減
や
回
復
を
目
的

と
し
た
支
援
を
行
う
た
め
、『
伊
万

里
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
』

を
施
行
し
ま
し
た
。

■
条
例
制
定
の
目
的

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、

犯
罪
に
よ
る
生
命
や
身
体
の
直
接

被
害
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
・
経

済
的
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
う
わ
さ
や
心
な
い
中
傷
な
ど

に
よ
り
、
二
次
被
害
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、

『
伊
万
里
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
』
を
施
行
し
ま
し
た

伊
万
里
市
国
保
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
を
開
始
し
ま
す

　
定
期
的
な
健
康
診
断
の
受
診
や

運
動
な
ど
、
自
主
的
な
健
康
づ
く

り
活
動
を
行
っ
た
場
合
に
一
定
の

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
ポ
イ
ン
ト

が
た
ま
る
と
特
典
を
交
付
し
ま
す
。

●

対
象
者
　
特
定
健
診
の
対
象
と

な
る
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者

●

ポ
イ
ン
ト
・
付
与
対
象

▽
15
ポ
イ
ン
ト
　
特
定
健
診
、
人

間
ド
ッ
ク
の
受
診

▽
５
ポ
イ
ン
ト
　
が
ん
検
診
の
受

　
診
（
何
種
類
受
診
し
て
も
５
ポ

　　
イ
ン
ト
）、
週
１
回
以
上
の
定

期
的
な
運
動
の
実
施

●

達
成
要
件
　
20
ポ
イ
ン
ト
以
上

●

特
典
（
４
０
０
人
）

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄き

附ふ

金
の
返
礼

品
（
２
０
０
０
円
相
当
）
か
ら

希
望
の
一
品
を
交
付

●

ボ
ー
ナ
ス
特
典
（
４
０
０
人
）

　
ポ
イ
ン
ト
特
典
申
込
者
が
、
前

年
度
の
特
定
健
診
を
受
け
て
い

な
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

を
紹
介
し
、
紹
介
さ
れ
た
人
が

平
成
29
年
内
に
特
定
健
診
を
受

　
診
す
れ
ば
各
種
が
ん
検
診
（
前

立
腺
、
肺
、
大
腸
、
胃
、
子
宮
、

乳
）
す
べ
て
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

（
平
成
30
年
度
用
）
を
交
付

※
ポ
イ
ン
ト
特
典
・
ボ
ー
ナ
ス
特

典
は
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

※
対
象
者
に
は
、
５
月
末
頃
、
特

定
健
診
の
案
内
に
チ
ラ
シ
兼
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
同
封
し
ま
す
。

●

問
合
先

　
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係

（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）

インフォメーション
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インフォメーション

● 対　象　　市内に在住、通勤または通学しているおおむね 10 人以上の団体
● 時　間　　午前９時から午後９時までの間で、２時間以内
※ 土・日曜日、祝日を希望する場合は、担当課と調整後に決定します。
● 場　所　　市内のみ（受講場所は申込者で確保してください）
● 講師料　　無　料
● 申込方法　受講予定日の２週間前までに、申込書をまちづくり課あてに郵送または直接提出してください。ファッ

クスやメールでも受け付けています。
※申込書とメニュー表は、まちづくり課、各町公民館、市民センター、生涯学習センター、市民図書館、市民交流

プラザに備え付けています。また、市のホームページからもダウンロードできます。
● 申込・問合先　まちづくり課まちづくり推進係（　 ☎㉓２１１４・　  ㉒７２１３）
　　　　　　　　メールアドレス　machizukuri@city.imari.lg.jp

　市は、皆さんの身近な生活に関わる行政情報を提供し、市民参加によるまち
づくりをめざすため『まちづくり出前講座』を開催しています。平成 28 年度は、
開催回数 212 回、延べ 7,800 人の参加がありました。市職員が皆さんのもと
へ出向き、知りたいことや聞きたいことなどについて話をします。希望する場
合は、下記のメニュー表から講座名を選んで申し込んでください。

◆ 平成 29 年度 まちづくり出前講座メニュー表 ◆

FAX

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

く
ら
し

33 伊万里市の防災について
34 国民年金について
35 市税について
36 消費者トラブル防止について
37 水道の話
38 防火教室
39 救急教室

環
境

40 家庭でできる地球温暖化対策
41 ごみの分別とリサイクルについて
42 犬・ねこの飼い方について
43 伊万里市の環境の状況

産
業
・
観
光

44 伊万里市の農業について
45 伊万里市の林業・水産業について
46 伊万里市の商工業について
47 伊万里市の観光について
48 農業者年金について
49 農地の転用、売買、貸借について

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
Ⅰ
ツ

50 子どもの生きる力について
51 家庭教育について
52 青少年の育成について
53 人権・同和問題について
54 伊万里の文化財
55 伊万里の史跡めぐり
56 伊万里の資料館見学ガイド
57 図書館のデータベース活用方法
58 家読について
59 絵本の見せ方、読み方、選び方
60 新体力テスト及びニュースポーツの指導

選 挙 61 明るい選挙について
その他 62 その他（希望講座を相談してください）

※この講座は、苦情や陳情の場ではありません。

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

市

政

１ 市政の動きについて（市長講話）
２ 行政改革について
３ 第５次伊万里市総合計画について
４ 伊万里市まち・ひと・しごと創生総合戦略について
５ 伊万里湾の開発について
６ 伊万里市の国際交流について
７ 考えてみましょう！『男女協働参画』
８ 食のまちづくりについて

９ 市民との協働によるまちづくり
（地域の元気推進事業を含む）

10 ふるさと納税制度について
11 地域情報化の推進について
12 伊万里市の家計簿（財政）
13 予算のみかた 〜税金の使われ方から財政状況まで〜

ま
ち
づ
く
り

14 伊万里市の公共交通について
15 地籍調査の話
16 道路の話
17 都市計画の話
18 下水道の話

福
祉
・
健
康

19 高齢者福祉について
20 介護保険について
21 認知症サポーター養成講座
22 介護予防について
23 国民健康保険について
24 後期高齢者医療制度について
25 生活習慣病予防について
26 健康づくりについて
27 歯の健康づくりについて
28 知っておきたい子どもの病気と手当
29 障害者総合支援法について
30 伊万里市の子育て支援の取り組みについて
31 生活保護制度について
32 伊万里市の婚活推進事業について

利用しませんか　まちづくり出前講座
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インフォメーション

　
母
校
閉
校

　
誰
し
も
母
校
の
校
歌
は
、
何

年
経
っ
て
も
一
小
節
く
ら
い
は

覚
え
て
い
る
も
の
で
す
。

　
私
の
母
校
で
あ
る
波
多
津
小

学
校
の
校
歌
は
『
玄
界
灘
の
潮

（
う
し
お
）
の
よ
う
に
…
』
と
始

ま
り
ま
す
。
し
か
し
当
時
は
歌
詞

の
意
味
を
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま

ま
に
口
ず
さ
ん
で
お
り
、『
玄
界

灘
の
後（
う
し
ろ
）の
よ
う
に
…
』

と
歌
っ
て
い
た
の
は
、
今
思
え

ば
大
変
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。

　
３
月
25
日
、
そ
の
母
校
が
閉

校
し
、
明
治
８
年
の
開
校
か
ら

１
４
１
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
と
同
時
に
同
町
内
の

波
多
津
東
小
学
校
も
閉
校
し
ま

し
た
。
両
校
の
閉
校
式
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
校
長
か
ら
校
旗
の

返
納
を
受
け
ま
し
た
が
、
何
と

も
言
え
な
い
寂
し
さ
と
、
果
た

し
て
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
と

自
問
自
答
の
繰
り
返
し
で
、
罪

悪
感
に
さ
い
な
ま
れ
ま
し
た
。

　
両
校
の
児
童
数
は
減
少
の
一

途
を
辿
り
、
統
合
は
避
け
ら
れ

な
い
状
況
で
、
市
長
で
あ
る
私

に
と
っ
て
、
２
校
を
閉
校
す
る

と
い
う
決
断
は
苦
渋
の
選
択
で

あ
り
断
腸
の
思
い
で
し
た
。

　
母
校
の
波
多
津
小
学
校
は
、

校
舎
が
老
朽
化
し
て
お
り
建
設

も
困
難
な
こ
と
か
ら
、
比
較
的

新
し
い
東
小
学
校
の
校
舎
を
、

新
た
な
波
多
津
小
学
校
と
し
て

開
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
理
的
な
隔
た
り
は
生
じ
ま
す

が
、
児
童
や
保
護
者
、
地
域
の

皆
様
に
は
、
深
い
ご
理
解
を
賜

り
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
く
し
く
も
自
分
の
母
校
の
閉

校
に
立
ち
会
え
た
の
は
運
命
の

巡
り
会
わ
せ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
を
含
め
卒
業
生
全
員
の

母
校
へ
の
愛
着
と
思
い
出
は
永

遠
に
宝
と
し
て
心
に
刻
み
込
ま

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に

は
、
こ
れ
か
ら
の
新
た
な
歴
史

を
創
り
出
し
て
も
ら
い
た
い
と

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
現
存
し
て
い
る
小
学
６

年
間
を
過
ご
し
た
木
造
平
屋
建

て
の
学
び
舎
に
、
あ
り
が
と
う

と
一
礼
を
し
て
母
校
を
後
に
し

ま
し
た
。

市長雑感

伊万里市長

塚部 芳和

▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
3
月
１
日
〜
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼
防
滴
小
型
メ
ガ
ホ
ン
　
16
個
　

公
益
社
団
法
人
伊
万
里
有
田
法

人
会

▼
鉛
筆
削
り
器
　
22
個
　

伊
万
里
商
工
会
議
所
女
性
会

　
い
つ
ど
こ
で
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
大
地
震
。
熊
本
地
震
で
は

多
く
の
古
い
住
宅
が
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
市
で
は
、
市
内
の
住
宅

や
建
築
物
の
所
有
者
な
ど
が
耐
震

診
断
を
行
う
場
合
、
住
宅
の
耐
震

診
断
補
助
制
度
の
臨
時
的
な
拡
充

と
、
新
た
に
耐
震
改
修
補
助
制
度

を
始
め
ま
し
た
。

　
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
を
行
う

こ
と
で
、
建
物
の
耐
震
性
へ
の
不

安
の
解
消
と
震
災
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

●

補
助
対
象

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
ま
た
は
工
事
に
着
手
し
た
、

所
有
者
自
ら
が
居
住
す
る
一
戸

建
て
住
宅

◆
住
宅
耐
震
診
断
費
臨
時
補
助

●

補
助
内
容

耐
震
診
断
費
用
の
６
分
の
５
を

補
助
し
ま
す
。

《
現
況
図
面
が
あ
る
場
合
》

▽
耐
震
診
断
費
　
６
万
円

▽
補
助
額
　
　
　
５
万
円

▽
自
己
負
担
額
　
１
万
円

《
現
況
図
面
が
な
い
場
合
》

▽
耐
震
診
断
費
　
９
万
円

▽
補
助
額
　
　
　
７
万
５
０
０
０
円

▽
自
己
負
担
額
　
１
万
５
０
０
０
円

※
診
断
は
、
佐
賀
県
木
造
住
宅
耐

『
住
宅
耐
震
診
断
費
臨
時
補
助
』・『
住
宅
耐
震
改

修
費
補
助
』
が
始
ま
り
ま
す　

震
診
断
登
録
建
築
士
に
依
頼
す

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

※
平
成
30
年
ま
で
の
申
請
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

◆
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助

●

補
助
内
容

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が

不
足
し
て
い
た
場
合
に
、
耐
震

改
修
費
用
（
限
度
額
２
８
０
万

円
）
の
23
㌫
を
補
助
し
ま
す
。

《
例
１
》

▽
工
事
費
用
　
　
１
０
０
万
円

▽
補
助
額
　
　
　
23
万
円

▽
自
己
負
担
額
　
77
万
円

《
例
２
》

▽
工
事
費
用
　
　
３
５
０
万
円

▽
補
助
額
　
　
　
64
万
４
０
０
０
円

▽
自
己
負
担
額

　
２
８
５
万
６
０
０
０
円

※
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
都
市
政
策
課
建
築
住

宅
係
（
　
☎
㉓
２
４
６
４
）　

　
　

　
農
業
基
盤
の
整
備
を
図
る
た
め
、

小
規
模
な
土
地
改
良
事
業
を
共
同

で
施
工
す
る
場
合
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

●

対
象
事
業
　
事
業
の
受
益
農
地

が
１
ha
以
上
で
、
受
益
戸
数
が

５
戸
以
上
あ
る
農
道
舗
装
・
水

路
改
良
・
た
め
池
工
事
な
ど

●

補
助
率
　
事
業
費
の
50
㌫
以
内

●

補
助
金
額
の
上
限
　
35
万
円

●

申
請
方
法
　
計
画
地
区
ご
と
に
、

申
請
書
に
現
況
写
真
を
添
付
し
て

区
長
名
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
期
限
　
５
月
31
日
（
水
）

※
昨
年
未
認
可
と
な
っ
た
地
区
は

再
申
請
が
必
要
で
す
。

●

問
合
先
　
農
山
漁
村
整
備
課
農

地
農
村
係
（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

小
規
模
土
地
改
良

事
業
の
申
請
受
付
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広告

暮 ら し の チ ャ ン ネ ル

l i f e  c h a n n e l

お

知

ら

せ

募

集

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

　
市
は
、
河
畔
の
清
掃
と
コ
ス
モ

ス
の
植
栽
を
実
施
し
ま
す
。
参
加

を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
環
境

課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時
　
６
月
４
日
（
日
）

　
午
前
８
時
か
ら
２
時
間
程
度

※
小
雨
の
場
合
は
決
行
し
ま
す
。

●

場
　
所
　
新
田
川
・
有
田
川
河
畔

●

準
備
用
品
　
ス
コ
ッ
プ
や
軍
手
、

作
業
が
で
き
る
服
装
な
ど

●

問
合
先
　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

　
皆
さ
ん
の
意
見
や
提
案
な
ど
を

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
生
か
し

て
い
く
た
め
、
市
長
が
直
接
町
へ

出
向
き
、
生
の
声
を
聞
き
ま
す
。

ま
た
、
夢
や
希
望
、
ア
イ
デ
ア
な

ど
は
平
成
29
年
度
か
ら
策
定
す
る

『
第
６
次
伊
万
里
市
総
合
計
画
』
の

参
考
に
し
ま
す
。

●

日
時
・
場
所

▽
５
月
18
日
（
木
）　
　
大
坪
公
民
館

▽
５
月
30
日
（
火
）　
　
牧
島
公
民
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜

８
時
30
分 お

知
ら
せ

県

内

一

斉

ふ
る
さ
と
美
化
活
動

●

意
見
交
換
の
主
な
内
容
　

▽
人
口
減
少
へ
の
対
応
（
対
策
）

▽
若
者
が
定
住
す
る
ま
ち
づ
く
り

▽
女
性
が
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

▽
地
域
活
動
が
活
発
な
ま
ち
づ
く
り

▽
各
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
事
例

▽
各
町
に
お
け
る
課
題
　
な
ど

●

問
合
先

　
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
　
☎
㉓
２
１
３
３
）

●

調
査
対
象
　
従
業
者
４
人
以
上

で
製
造
業
に
属
す
る
す
べ
て
の

事
業
所

●

基
準
日
　
６
月
１
日

●

調
査
事
項
　
従
業
者
数
、
製
造

品
の
出
荷
額
、
作
業
工
程
な
ど

●

調
査
・
回
答
方
法
　
調
査
員
に

よ
る
調
査
（
５
月
中
旬
か
ら
６

市
長
と
語
ろ
う
『
伊
万
里

の
夢
づ
く
り
』
座
談
会

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査

消
費
者
啓
発
パ
ネ
ル
展

月
ま
で
に
か
け
て
訪
問
）

※
調
査
内
容
は
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●

問
合
先
　
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー

ビ
ス
係
（
　
☎
㉓
５
４
９
１
）

　
５
月
は
『
消
費
者
月
間
』
で
す
。

訪
問
・
電
話
勧
誘
販
売
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど

に
よ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

事
例
と
対
応
策
を
紹
介
し
ま
す
。

●

展
示
期
間
　
５
月
18
日
（
木
）
〜

５
月
31
日
（
水
）

●

展
示
場
所
　
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー

●

問
合
先
　

▽
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
　
☎
㉓
２
１
３
３
）

▽
伊
万
里
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　（
☎
㉓
２
１
３
６
）

（１）『第２次伊万里・有田地区定住自立
圏共生ビジョン』の変更（案）に対
する意見募集の結果、意見の提出は
ありませんでした。当ビジョンは下
記の場所で閲覧できます。

（２）『伊万里市公共施設等総合管理計
画』（案）に対する意見募集の結果、
１人から３件の意見が提出されまし
た。意見の概要と市の考え方を下記
のとおり公表します。また、当計画は、
下記の場所で閲覧できます。

● （１）（２）の閲覧場所
　企画政策課、情報広報課市民サービス

係、市民図書館
● （２）の公表場所
　企画政策課、情報広報課市民サービス

係、各町公民館、市民図書館
● （２）の公表期限　５月 31 日（水）
● 問合先　企画政策課企画係

（　 ☎㉓２１２４）

パブリックコメントの結果
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TAKE FREE

photo
& message

☎0955-23-0085

料金、デザイン等、何なりとご相談ください。
直接スタッフがお伺い致します。

『毎月いっとを設置してもいいよ』と
いってくださる店舗様、施設様募集中！

編集部

大募集!伝言板『　　　　　』  広 告

設 置 店

“いっと”に掲載して
みませんか？

お気軽に
お問合せください！

● 大切な人へのメッセージ ● 記念日・誕生日
● イベント告知 ● メンバー募集 etc…

『どう宣伝していいか わからない…』
『1枠いくらなの？』 『試しに載せてみたい』

※営利目的の情報は掲載できません。
※メッセージ30字、告知は問合せ先＋30字程度と
致します。編集部で補足、割愛する場合もありま
すのでご了承ください。 

月刊情報紙

おかげさまで、平成29年７月
号で30周年を迎えます。あり
がとうございます。

伊万里市・有田町・
松浦市・福島町・武雄市に
約3万2,000部を新聞折込。

山口印刷株式会社 いっと編集部
. it@yamain.com
/ http://it-imari.blogspot.jp/

いっと 検 索

信頼と実績

※Facebookも
あります

広告

お

知

ら

せ

募

集

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

暮らしのチャンネル

●

日
　
時
　
５
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
開
会

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
が
不
足
し
ま
す
。
自
家

用
車
利
用
の
場
合
は
、
で
き
る

だ
け
相
乗
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
０
）

◆
知
的
障
害
者
更
生
相
談

●

期
　
日
　
６
月
６
日
（
火
）

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー
相
談
室

●

受
付
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

内
　
容
　
療
育
手
帳
（
再
判
定

伊

万

里

市

戦

没

者

追

悼

式

子育て支援センターに
遊びにきませんか

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）

就園前の乳幼児とその保護者が集い、

歌や簡単な製作などを行います。

▷日　時　５月 17 日（水）

　　　　午前 10 時〜正午

▷場　所　市民センター・リハーサル室

②お誕生会（要申込）
５月生まれの乳幼児とその保護者

▷日　時　５月 24 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分〜正午

▷場　所　子育て支援センターぽっぽ

◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

　
の
み
）
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

医
療
・
年
金
・
職
業
・
生
活
な

ど
に
関
す
る
相
談

●

対
象
者
　
18
歳
以
上
の
知
的
障

　
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
な
ど

◆
身
体
障
害
者
更
生
相
談

●

期
　
日
　
６
月
15
日
（
木
）

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

●

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

●

相
談
時
間

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●

内
　
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
診
断
（
整
形
外
科
・
耳
鼻

咽い
ん

喉こ
う

科
）、
補
装
具
の
交
付
・
修

理
・
適
合
な
ど
に
関
す
る
相
談

や
判
定

●

対
　
象
　
身
体
に
機
能
的
障
害

が
あ
る
人
お
よ
び
そ
の
家
族

※
い
ず
れ
の
相
談
も
１
週
間
前
ま

で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●

申
込
・
問
合
先

　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

●

受
付
内
容
　

▽
家
庭
内
や
近
隣
と
の
も
め
ご
と
、

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
へ
の

虐
待
、
差
別
な
ど
の
人
権
問
題

▽
相
続
や
不
動
産
、
借
地
借
家
、

金
銭
貸
借
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

●

日
　
時
　
６
月
７
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

場
　
所
　
黒
川
公
民
館

●

担
　
当
　
人
権
擁
護
委
員  

梶
原

　
敏
雄
さ
ん
、
福
地
佳か

野や

さ
ん

●

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
☎
㉓
２
４
９
２
）

●

日
　
時
　
５
月
20
日
（
土
）

　
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

●

場
　
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●

講
　
師
　
芝
　
康
次
郎
さ
ん（
奈

良
文
化
財
研
究
所
研
究
員
）

●

演
　
題
　『
腰
岳
に
魅
せ
ら
れ
た

先
史
時
代
の
人
々
』

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉒
１
２
６
２
）

知
的
・
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
巡
回
相
談

無
料
特
設
人
権
相
談

　
新
成
人
に
な
る
皆
さ
ん
、
成
人
式

を
自
ら
企
画
し
、
思
い
出
に
残
る

式
典
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

●

活
動
内
容

　
平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）
に

開
催
す
る
成
人
式
の
企
画
、
式

典
の
運
営

●

応
募
要
件

　
平
成
30
年
成
人
式
対
象
者
（
平

成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
10

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

人
）
で
、
７
月
以
降
に
開
催

す
る
会
議
な
ど
（
主
に
平
日

　
の
夜
開
催
）
に
参
加
で
き
る
人

●

募
集
期
限
　
５
月
31
日
（
水
）

●

応
募
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
係
（ 

　
☎
㉓
３
１
８
６
）

●

開
催
日
　
６
月
３
日
（
土
）

●

場
　
所
　
国
見
台
陸
上
競
技
場ほか

●
チ
ー
ム
編
成  

１
チ
ー
ム
５
〜
７
人

●

参
加
料
　
１
人
５
０
０
円

●

募
集
期
限
　
５
月
18
日
（
木
）

●

応
募
・
問
合
先
　
各
町
公
民
館
、

　
体
育
保
健
課（ 

　
☎
㉓
３
１
８
７
）

市

郷

土

研

究

会

記

念

講

演

会

伊
万
里
市
成
人
式
の

実

行

委

員

会

募
　
　
集

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
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広告

お

知

ら

せ

募

集

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

暮らしのチャンネル

●

期
　
間

　
７
月
〜
平
成
30
年
２
月

●

場
　
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●

内
　
容
（
全
８
講
座
）

　
講
話
『
伊
万
里
学
』、Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
映

画
鑑
賞
）、
講
話
『
交
通
事
故
防

止
』、
現
地
研
修
『
名
護
屋
城

跡
・
名
護
屋
城
博
物
館
』、
実
習

『
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
』、
講
話
『
健

康
献
立
に
つ
い
て
』、
講
話
『
東

山
代
町
内
の
石
仏
・
石
造
』、
講

話
『
江
戸
し
ぐ
さ
』

※
内
容
変
更
の
場
合
あ
り

さ

わ

や

か

講

座

受

講

生

募
　
　
集● 日　時　５月 21 日（日）

午前 10 時〜午後５時 30 分
※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者の

みに案内します。
● 対　象　市内在住・在勤、または結婚を機に

伊万里市に住む意思がある 20 代・30 代の
独身の人

● 参加料　3,000 円（食事代、保険料）
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集人数　男・女各 16 人
※ 応募多数の場合は、抽選
● 募集期限　５月 11 日（木）
● 応募・問合先　伊万里暮らし応援課内　
　市婚活応援推進協議会（　☎㉓２９５０）
※ メールアドレス　deai@city.imari.saga.jp

ランチ&散策
in海とバラのハウステンボス

婚活イベント♥ ♥

●

対
象
者
　
市
内
在
住
の
成
人

●

受
講
料
　
１
０
０
０
円

※
別
途
、
現
地
研
修
は
実
費
が
必
要

●

募
集
人
数
　
80
人
程
度

●

募
集
期
限
　
６
月
12
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
　
☎
㉒
１
２
６
２
）

●

研
修
地
　
沖
縄
本
島
・
渡
嘉
敷
島

●

内
　
容
　
海
洋
研
修
、
野
外
キ

ャ
ン
プ
、
平
和
学
習
な
ど

●

期
　
間
（
５
泊
６
日
）

　
７
月
26
日
（
水
）
〜
31
日
（
月
）

●

募
集
人
数
・
参
加
費

▽
小
学
５
・
６
年
生
　
24
人

４
万
５
０
０
０
円

▽
中
学
生
　
６
人
　
５
万
円

20 代・30 代限定

▽
高
校
生
（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）

　
若
干
名
　
３
万
円

●

募
集
期
限
　
５
月
26
日
（
金
）

●

応
募
方
法
　
申
込
書
を
生
涯
学

　
習
セ
ン
タ
ー
、各
町
公
民
館
へ
提
出

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

応
募
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
内
　
青
少
年
育
成
市
民
会

議
事
務
局
（
　
☎
㉓
２
６
５
８
）

●

対
　
象
　『
体
を
動
か
す
』、『
作

る
』、『
学
ぶ
』
な
ど
の
指
導
が
で

き
る
20
歳
以
上
の
市
民
お
よ
び

近
隣
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人

●

応
募
方
法
　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
持
参

●

講
座
の
開
催
　
選
考
し
、
受
講
者

伊

万

里

サ

マ

ー

キ
ャ
ン
プ
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

▽
開
催
回
数

　
１
講
座
当
た
り
３
〜
４
回

▽
受
講
料

　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
希
望
事

項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
会
場
使
用
料
　
無
　
料

▽
受
講
者
募
集
時
期
　
６
月
〜
８
月

※
開
催
時
期
が
平
成
30
年
以
降
の

場
合
は
、
２
か
月
前
ま
で
に
募

集
し
ま
す
。

●

指
導
謝
金

　
受
講
者
の
受
講
料
全
額

●

募
集
期
限
　

▽
前
期
　
５
月
31
日
（
水
）

▽
後
期
　
７
月
31
日
（
月
）

※
後
期
募
集
開
始
は
７
月
１
日（
土
）

●

応
募
・
問
合
先
　
市
民
セ
ン
タ
ー

（
　
☎
㉒
３
９
１
１
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　s

h
im

in
-

se
n
ta

@
city

.im
a
ri.lg

.jp

食のまちづくり推進会議委員
食のまちづくり推進委員会委員

《食のまちづくり推進会議委員》
● 活動内容　食のまちづくりに関する

事業の進行管理や調整など
● 活動回数　年１回

《食のまちづくり推進委員会委員》
● 活動内容　食のまちづくりに関する

事業の実施や普及啓発など
● 活動回数　年３回

《共通事項》
● 募集人数　各４人
● 応募資格　20 歳以上の市民
● 任　期　２年
● 募集期限　５月 19 日（金）
● 応募方法　応募用紙をまちづくり課

に提出
※ 詳細は問合わせてください。
● 応募・問合先　まちづくり課まちづ

くり推進係（ 　☎㉓２１１４）

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

指

導

者
（

講

師

）
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暮らしのチャンネル

５月の巡回日
ホームページで

図書館をもっと身近に

『結婚の嘘』
柴門ふみ／著
中央公論新社

１・３・４・８・15・22・29 日、
25 日（館内整理休館）
５日は開館します（午前 10 時〜午後６時）。

５月の休館日

日 巡 回 場 所 時　間 日 巡 回 場 所 時　間

２日
・

16 日
・

30 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~ ９日
・

23 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
JA 滝野出張所 11:30~ 楽 寿 園 14:50~
国 見 公 民 館 14:00~ ケアセンターくちいし 15:10~
山 口 病 院 14:15~

10 日
・

24 日
（水）

小石原公民館 11:00~
国見団地集会所 14:40~ 東 山 代 公 民 館 13:50~

17 日
・

31 日
（水）

山 代 公 民 館 11:30~ 向 陽 園 14:00~
伊万里松浦病院 14:00~ 伊万里鍋島焼会館 14:30~
西 田 病 院 14:40~ 12 日

・
26 日
（金）

波多津公民館 11:30~

18 日
（木）

西 光 苑 11:00~ JA 大 川 支 所 14:30~
ケアハウスいまり 11:30~ 12 日 大 川 公 民 館 14:00~
市民センター 14:15~ 26 日 ユ ー ト ピ ア 14:00~

19 日
（金）

南波多公民館 11:20~ 11 日 ひ ま わ り 園 14:00~
田 代 公 民 館 11:30~ ※このほか保育園や小学校、

会社などを巡回しています。

※各巡回場所での滞在時間は、
15 〜 30 分です。

※悪天候などの場合は、巡回
を中止することがあります。

原屋敷公民館 13:40~
JA 前平出張所 14:00~

ー デ イ な が や ま 次回 6 月2 日

19 日 グランパランいまり 14:40~

新刊案内

『ピクルスと
ふたごのいもうと』

小風さち／文　　夏目
ちさ／絵　福音館書店

　
子
豚
の
ピ
ク
ル
ス
は
、
お
母
さ
ん

に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
知

り
、
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
と
ピ
ク
ル
ス
は
、
昔
ピ
ク

ル
ス
も
使
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
用
の
小
さ

な
ベ
ッ
ド
や
お
風
呂
を
出
し
ま
し
た
。

｢

僕
、
い
つ
の
間
に
大
き
く
な
っ
た
ん

だ
ろ
う
。｣

や
が
て
春
に
な
り
、
双
子

の
女
の
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ピ
ク

ル
ス
は
お
兄
さ
ん
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
春
、
夫
婦
で
の
新
し
い
生
活
を
始

め
る
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
結
婚
生
活
を
始
め
て
み
る
と
、

理
想
と
は
大
違
い
。
自
分
だ
け
苦
労

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
時
も
あ
る

の
で
は
。
そ
う
思
う
と
き
、｢

あ
な

た
は
世
間
の
“
嘘”
に
だ
ま
さ
れ
て
い

る｣

と
著
者
は
語
っ
て
い
ま
す
。
著

者
が
た
ど
り
つ
い
た
『
結
婚
』
の
真

実
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

　図書館のホームページは知っています
か。蔵書検索や予約、利用状況の照会が
できます。スマートフォンでも利用でき
ます。
◆利用状況の確認ができます
　現在借りている資料や予約の確認をす
ることができます。返却期限内であれば
貸し出し延長の手続きもできます（予約
が入っていない資料に限る）。
※利用カードの番号・パスワードの入力
が必要です。
● 市民図書館ホームページアドレス
　https://www.library.city.imari.saga.jp/

● 問合先　市民図書館（　 ☎㉓４６４６）

お

知

ら

せ

募

集

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か
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暮らしのチャンネル

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
29
年
２
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
５
月
25
日
（
木
）

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
パ
ッ
ク
を
贈
り
ま
す
。

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
27
年
10
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
５
月
11
日
（
木
）

※
希
望
に
よ
り
フ
ッ
素
塗
布
を
行

い
ま
す
（
３
０
０
円
）。

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
25
年
９
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
５
月
18
日
（
木
）

※
い
ず
れ
も
、
受
付
時
間
は
午
後

１
時
〜
１
時
30
分
、
場
所
は
市

民
セ
ン
タ
ー
で
す
。

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

●

問
合
先
　
健
康
づ
く
り
課
（
　
☎
㉒
３
９
１
６
）

※
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、
正
午

か
ら
で
き
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
と
ア
ン
ケ
ー
ト

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
・
期
日

▽
平
成
28
年
10
月
生
ま
れ

５
月
９
日
（
火
）

▽
平
成
28
年
11
月
生
ま
れ

６
月
６
日
（
火
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時

30
分
（
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、

正
午
か
ら
）

▼
場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
、
身

体
計
測
、
育
児
相
談

◆期　日　５月 15 日（月）
◆受付時間
　午前９時 30 分〜 11 時
◆対　象　妊産婦・乳幼児
◆内　容　身体計測、離乳食、む

し歯予防などの育児相談

◆日　時　５月 19 日（金）
　午後６時 30 分〜８時 30 分

◆内　容　妊婦疑似体験や沐浴
実習、助産師による母乳育児
の話など

※事前の申し込みが必要です。

◆日　時　５月９日（火）
　午前９時〜正午、

午後１時〜３時
◆対　象　40 歳未満
◆内　容　臨床心理士による個
　別・訪問相談（１人１時間程度）
※予約が必要です。

※場所は、いずれも市民センター
です。

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ

ストレスケア相談

Ｂ

Ｃ

Ｇ

予

防

接

種

７

か

月

児

相

談

休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月〜金曜日：午後８時〜10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください。（☎㉓９９１０）

※ 過去に受けたことがある人は、対象になりません。
● 対象者（助成の対象となる人）

※60歳以上 65歳未満の人で、心臓・腎臓、呼吸器などに障害があり身体
障害者手帳１級に相当する人は、対象になります。

● 接種回数　　１回
● 自己負担額　3,000 円（生活保護世帯の人は無料）
● その他
▷平成 26 年度〜 30 年度の５年間で、未接種の人を対象に、１人１回、定

期接種の機会があります。
▷対象年齢に該当しない場合は、市の助成はありません。全額自己負担で、

任意接種として受けることができます。医療機関に問い合わせてください。

接種対象年齢（出生年月日）
  65 歳 昭和 27 年４月２日〜昭和 28 年４月１日生まれの人
  70 歳 昭和 22 年４月２日〜昭和 23 年４月１日生まれの人
  75 歳 昭和 17 年４月２日〜昭和 18 年４月１日生まれの人
  80 歳 昭和 12 年４月２日〜昭和 13 年４月１日生まれの人
  85 歳 昭和　７年４月２日〜昭和　８年４月１日生まれの人
  90 歳 昭和　２年４月２日〜昭和　３年４月１日生まれの人
  95 歳 大正 11 年４月２日〜大正 12 年４月１日生まれの人
100 歳 大正　６年４月２日〜大正　７年４月１日生まれの人

高齢者肺炎球菌の予防接種を受けましょう

● 平成29 年度高齢者肺炎球菌予防接種実施医療機関

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
伊万里有田共立病院 ㊻ 2121 小島医院（南波多） ㉔ 3131 浜田産婦人科クリニック ㉓ 8855
伊万里松浦病院 ㉘ 3100 小島病院（黒川） ㉗ 2121 日高医院 ㉓ 5263
大川野クリニック ⑳ 8060 助廣医院 ㉔ 2023 泌尿器科いまりクリニック ㉒ 9680
岡村医院 ㉒ 2304 鈴山内科小児科医院 ㉒ 7366 古川内科クリニック ㉑ 0730
小副川医院 ㉒ 4114 隅田病院 ㉓ 3167 堀田病院 ㉓ 3224
加茂医院 ㉓ 2014 立石医院 ㉘ 0007 前田病院 ㉓ 5101
口石病院 ㉓ 2504 たなか内科クリニック ㉒ 5800 水上医院 ㉘ 3714
ケンジンＳＰＡクリニック ㉒ 7771 夏秋医院 ㉓ 2032 山口病院 ㉓ 5255
小島医院（波多津） ㉕ 0038 西田病院 ㉘ 1111 山元記念病院 ㉓ 2166

子どもの歯を健康に保ち、歯に
よい生活習慣を身につけていく
ためには、保護者の理解が大切
です。家族みんなで協力し合い、
健康な歯をつくるための生活を
送りましょう。

歯 の 衛 生 週 間

６月４日〜10 日
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暮らしのチャンネル

5 月の市民相談5 月の行事

● 日　時　５月９日（火）　

　　　　　午前 10 時〜午後０時 30 分、午後１時〜３時
● 場　所　佐賀県弁護士会館（佐賀市中の小路７番 19 号）
● 相談内容　金銭、土地、建物、交通事故、架空請求、振込詐欺、相続、

　夫婦・親子関係、成年後見など

※ 相談時間は１人 20 分程度。先着順で受け付けを行います。
● 問合先　佐賀地方・家庭裁判所総務課（☎０９５２　５６０４）

『憲法週間』に合わせて、無料法律相談会を開催します

● カラオケ三本椿　カラオケ発表会

　13 日（土）午前 10 時開演 

（☎㉓７７６０）

● 伊万里市戦没者追悼式

　19 日（金）午前 10 時開式 

（☎㉓２１２０）

● 古本市〔展示コーナー〕

　５日（金・祝）午前 10 時〜午後３時

● こどもの日上映会〔のぼりがまのおへや〕

　５日（金・祝）午後２時 30 分

　『おじゃる丸　満月ロード危機一髪　

〜タマにはマロも大冒険〜』（50 分）

● 子ども上映会〔のぼりがまのおへや〕

　21 日（日）午後２時 30 分

　『ムーミン パペット・アニメーションママ

の巻』ムーミンママの庭ほか（100 分）

● 腰岳の最新調査成果と周辺の遺跡

〔企画展示室〕

　23 日（火）〜６月 21 日（水）

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

市民センター ☎㉒３９１１

相談窓口名 開設日 時　間 場　所 問合先

法律相談
※ 要予約

第２・４水曜日
（10 日・24 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談室

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※ 要予約

第２月曜日
（８日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※ 要予約

第３木曜日
（18 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第１・３火曜日
（２日・16 日）

午前10時〜
正午

消費生活相談 月〜金曜日
※ 祝日は除く

午前10時〜
午後４時

※ 正午〜午後
１時を除く

行政相談 第３金曜日
（19 日）

午前９時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（11 日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※ 要予約

第２金・第４日
曜日

（12 日・28 日）

午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※ 要予約

金曜日
※ 祝日は除く

午前９時30分〜
午後３時 30分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（25 日）

午前10時〜
午後３時 面接室

福祉課社会
福祉係
㉓２１５６

心の健康相談 月・火・木・金曜日
※ 祝日は除く

午前９時〜
午後３時 30分

福祉課社会
福祉係

女性相談
※ 面談は要予約

月・水・金曜日
※ 祝日は除く

午前 ９ 時〜
午後４時

相談電話番号 
㉒６７６３

72

38

安全運転で地球にも家計にも優しく
行楽シーズンになり、運転する機会も多くなると思いますが、自動車は
運転のしかたで燃費が大きく変わります。車間距離を十分にとり、前

の車に影響されずに加減速の少ない運転をすると、年間でガソリン
29.29ℓ の省エネ、約 3,800 円の節約、二酸化炭素 68.0 ㎏ の
削減になります。時間に余裕を持って安全運転を心がけましょう。
※2000cc 普通自動車、年間 10,000km 走行、平均燃費 11.6ℓ の場合● 問合先　

　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４） ■ 参考 : 資源エネルギー庁のホームページ　http://www.enecho.meti.go.jp/
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● 発行日／平成 29 年 5 月１日
● 発行編集／伊万里市情報広報課広報係　☎ (0955)23-4313（直通）　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町1355 番地1
● 伊万里市のホームページ　http://www.city.imari.saga.jp/　　● 印　刷／山口印刷株式会社

平成 29 年 4 月１日現在
● 人口　55,909 人　 （− 125）
　　男　26,908 人　 （−   22）
　　女　29,001 人　 （− 103）
● 世帯　23,123 世帯（＋   52）

（　）は前月比

人の動き

編  

集  

室  

か  

ら
この冊子は、１部当たり約 38 円で作
成しています（人件費など間接経費は
含まれていません）。また、企業広告に
よる掲載料は、広報伊万里の作成費の
貴重な財源となっています。

 　子どもの部 優 秀 賞

 　一 般 の 部 鍋島大賞

国際アマチュア陶芸展伊万里 2017
３月 25 日から４月８日まで、『国際アマチュア陶芸展
伊万里 2017』が大川内山の伊万里・有田焼伝統産業
会館で開催されました。３４回目となる今回は、一般
の部に 69 点、子どもの部に 287 点が出展され、３月
13 日に審査会がありました。審査員は中里太郎右衛
門さん、今泉今右衛門さん、酒井田柿右衛門さんなど
５人。審査の結果、上位入賞者は次のとおりです（敬
称略。学年は出展時〔平成 28 年度〕）。

◆一般の部
▷鍋島大賞　松本　龍

りゅう

樹
き

 （福岡県田川市）

▷優秀賞　　大宅　直行 （伊万里市）

▷特別賞　　川久保典子 （長崎県松浦市）

◆子どもの部　

▷優秀賞　　今村　春
はる

翔
と

 （大川内小学校３年）

▷特別賞　　今村　太一 （有田小学校１年）

　　　　　　内海　湧
ゆ

悠
ちか

 （東京都・小学校１年）

　わらの家、木の家、レンガの
家と、それぞれの違った質感を
表現するために、釉薬の使い方
を工夫しました。もっと勉強し
ていい作品を作りたいです。 

　お父さんと行った魚釣りで釣り
上げた魚をモデルに作りました。
うろこを一つ一つ丁寧に描くのが
難しかったです。いちばん良い賞
をもらえてとてもうれしいです。

【作品名】
　三匹のこぶた

福岡県田川市

　松本　龍樹 さん

【作品名】
　つやつやした魚

大川内小学校

　今村　春翔 さん
↑
『
子
ど
も
の
部
』
の
受
賞
者
の
皆
さ
ん

↑
『
一
般
の
部
』
の
受
賞
者
の
皆
さ
ん

　
今
月
号
は
30
ペ
ー
ジ
。
こ
れ
ま
で
毎

月
15
日
に
発
行
し
て
き
た
市
役
所
だ
よ

り
の
内
容
も
含
ん
で
い
る
た
め
、
盛
り

だ
く
さ
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

毎
年
原
則
４
月
15
日
に
発
行
し
て
い
た

別
冊
の
『
予
算
特
集
号
』
も
同
時
発
行

と
な
り
、
取
材
、
編
集
、
校
正
作
業
と

大
忙
し
で
し
た
。
ゆ
っ
く
り
お
花
見
で

も
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
日
々
の
中

に
も
、
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
瞬
間
は
あ

り
ま
す
。
私
が
執
務
す
る
広
報
係
は
秘

書
課
と
部
屋
を
共
有
す
る
『
秘
書
室
』

の
中
に
あ
り
ま
す
。
窓
か
ら
は
市
内
を

一
望
で
き
、
伊
万
里
梅
園
の
梅
や
城
山

公
園
の
桜
な
ど
、
至
る
所
で
春
の
花
が

咲
い
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
ま
す
。
春

以
外
に
も
山
々
の
紅
葉
や
雪
化
粧
、
伊

万
里
湾
大
橋
な
ど
、
四
季
折
々
の
風
景

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
特
等
席
で
す
。

忙
し
い
中
に
も
季
節
を
感
じ
る
心
の
余

裕
を
持
ち
続
け
た
い
も
の
で
す
。（
祐
）
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